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中
国
研
究
集
刊 

夜
号
（
総
六
十
一
号
）
平
成
二
十
七
年
十
二
月　

五
八
︱
九
一
頁

　

二
〇
一
五
年
四
月
、『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
』
第
五
分
冊
が

刊
行
さ
れ
た
。
そ
こ
に
収
録
さ
れ
た
文
献
と
そ
れ
ぞ
れ
の
整
理
者

（
説
明
・
釈
文
・
注
釈
作
成
者
）
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
整

理
者
は
い
ず
れ
も
、
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
。

・『
厚
父
』
…
…
…
…
…
…
…
趙
平
安

・『
封
許
之
命
』
…
…
…
…
…
李
学
勤

・『
命
訓
』
…
…
…
…
…
…
…
劉
国
忠

・『
湯
處
於
湯
丘
』
…
…
…
…
沈
建
華

・『
湯
在
啻
門
』
…
…
…
…
…
李
守
奎

・『
殷
高
宗
問
於
三
壽
』
…
…
李
均
明

　

我
々
研
究
会
が
本
書
を
入
手
し
、
解
読
を
始
め
た
の
は
、
同
年

五
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
七
月
四
日
・
五
日
に
大
阪
大
学
で
清

華
簡
（
五
）
に
関
す
る
最
初
の
研
究
会
を
開
催
し
、
各
文
献
の
初

歩
的
な
検
討
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
九
月
七
日
に
は
、
清
華
大
学

に
赴
き
、
清
華
簡
を
実
見
調
査
す
る
と
と
も
に
、
整
理
者
の
方
々

と
研
究
討
論
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
こ
れ
ま
で
、
出
土
文
献

の
整
理
者
は
、
我
々
に
と
っ
て
遙
か
に
遠
い
存
在
で
あ
っ
た
が
、

今
回
、
各
整
理
者
と
直
接
対
面
し
、
約
二
時
間
に
わ
た
っ
て
濃
密

な
質
疑
応
答
が
で
き
た
の
は
、
き
わ
め
て
有
意
義
な
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
経
緯
も
踏
ま
え
て
、
清
華
簡
（
五
）
所

収
文
献
の
解
題
を
作
成
し
、
以
下
に
掲
げ
る
。

　

作
業
は
分
担
で
行
い
、
形
制
一
覧
表
を
清
水
洋
子
、『
厚
父
』

を
福
田
哲
之
、『
封
許
之
命
』
を
草
野
友
子
、『
命
訓
』
を
中
村
未

来
、『
湯
處
於
湯
丘
』
を
福
田
一
也
、『
湯
在
啻
門
』
を
竹
田
健

二
、『
殷
高
宗
問
於
三
壽
』
を
湯
浅
邦
弘
が
担
当
し
た
。

清
華
簡（
五
）所
収
文
献
解
題

中
国
出
土
文
献
研
究
会
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解
題
の
凡
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・�

各
文
献
の
解
題
は
、（
１
）
書
誌
情
報
、（
２
）
整
理
者
「
説

明
」、（
３
）
補
足
・
考
察
、（
４
）
参
考
文
献
、
か
ら
な
る
。

・�（
１
）
の
書
誌
情
報
は
、
原
則
と
し
て
、
整
理
者
「
説
明
」
と

公
開
さ
れ
た
図
版
お
よ
び
「
竹
簡
信
息
表
」
に
基
づ
き
、
そ
の

要
点
を
記
す
。
ま
た
、
竹
簡
の
形
制
が
視
覚
的
に
理
解
し
や
す

い
よ
う
に
図
を
作
成
し
て
掲
載
す
る
。
整
理
者
「
説
明
」
に

は
、
各
編
痕
間
の
長
さ
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
竹
簡
の
図
版
（
原
寸
大
）
に
基
づ
き
、
そ
の
数
値

を
掲
載
す
る
。

・�（
２
）
の
整
理
者
「
説
明
」
は
、
原
則
、
整
理
者
の
「
説
明
」

（
中
国
語
）
の
内
、
主
と
し
て
内
容
に
関
わ
る
部
分
に
つ
い
て

担
当
者
が
日
本
語
で
紹
介
す
る
。
な
お
、
整
理
者
が
当
該
文
献

の
内
容
に
つ
い
て
あ
ま
り
言
及
し
て
い
な
い
場
合
は
、
次
の

（
３
）
で
担
当
者
が
補
足
説
明
す
る
。　

・�（
３
）
の
補
足
・
考
察
は
、
整
理
者
が
説
明
し
て
い
な
い
点
を

担
当
者
が
補
足
し
、
ま
た
、
担
当
者
自
身
の
現
時
点
に
お
け
る

考
察
を
記
す
。

・�（
４
）
の
参
考
文
献
は
、
雑
誌
に
収
録
さ
れ
た
も
の
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
た
も
の
と
に
大
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
発

表
順
に
記
載
す
る
。
ネ
ッ
ト
掲
載
分
に
つ
い
て
は
、
逐
一
Ｕ
Ｒ

Ｌ
は
付
け
な
い
が
、
そ
れ
ら
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
主
な
サ
イ
ト

お
よ
び
そ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心　

�
http://w

w
w

.tsinghua.edu.cn/publish/cetrp/

・
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
簡
帛
網　

�
http://w

w
w

.bsm
.org.cn/

・
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心　

�
http://w

w
w

.gw
z.fudan.edu.cn/
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清
華
簡
（
五
）
形
制
一
覧

文
献
名

竹
簡
数

簡
長

（
完
整
簡
）
編
痕
簡
端

編
号

（
背
面
）
文
字
数

篇
　
題

備
　
考

厚
父

13簡
約

44㎝
三

道
平

斉
有

459字
「

厚
父

」
（

第
13簡

背
面

）

封
許

之
命

7
簡

（
現

存
）

約
44㎝

三
道

平
斉

有
200字

「
封

許
之

命
」

（
第

9
簡

背
面

）
・

�も
と

も
と

全
9

簡
で

あ
っ

た
が

、
第

1
簡

と
第

4
簡

が
欠

失
し

て
い

る
た

め
、

現
存

す
る

の
は

7
簡

で
あ

る
。

命
訓

15簡
約

49㎝
三

道
平

斉
無

605字
・

�内
容

が
『

逸
周

書
』

命
訓

篇
と

お
お

よ
そ

合
致

す
る

こ
と

か
ら

、「
命

訓
」

と
仮

称
さ

れ
た

。

湯
處

於
湯

丘
19簡

約
44.4㎝

三
道

平
斉

無
564字

・
�篇

題
は

、
第

1
簡

冒
頭

の
五

字
（「

湯
處

於
湯

丘
」）

か
ら

つ
け

ら
れ

た
仮

称
で

あ
る

。
・

�『湯
在

啻
門

』
と

形
制

や
字

跡
が

一
致

し
て

お
り

、
同

一
人

に
よ

っ
て

書
写

さ
れ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

て
い

る
。

湯
在

啻
門

21簡
約

44.5㎝
三

道
平

斉
無

586字

・
�篇

題
は

、
第

1
簡

に
見

え
る

字
句

（「
湯

在
啻

門
」）

か
ら

つ
け

ら
れ

た
仮

称
で

あ
る

。
・

�『湯
處

於
湯

丘
』

と
形

制
や

字
跡

が
一

致
し

て
お

り
、

同
一

人
に

よ
っ

て
書

写
さ

れ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
て

い
る

。

殷
高

宗
問

於
三

壽
27簡

（
現

存
）

約
45㎝

三
道

平
斉

有
766字

「
殷

高
宗

問
於

三
壽

」
（

第
28簡

背
面

）

・
�も

と
も

と
全

28簡
で

あ
っ

た
が

、
第

3
簡

が
欠

失
し

て
い

る
た

め
、

現
存

す
る

の
は

27簡
で

あ
る

。
・

�編
号

に
乱

れ
が

あ
り

、「
十

五
」

と
「

十
」

は
そ

れ
ぞ

れ
第

10簡
と

第
15簡

の
位

置
に

あ
る

べ
き

で
あ

る
。

整
理

者
に

よ
る

釈
文

は
、

す
で

に
入

れ
替

え
て

記
載

し
て

い
る

。
【

注
】�・

本
表

は
、

整
理

者
「

説
明

」
と

公
開

さ
れ

た
図

版
、

お
よ

び
「

竹
簡

信
息

表
」

を
も

と
に

作
成

し
た

。
�

・「
文

字
数

」
に

つ
い

て
、

竹
簡

の
写

真
図

版
で

少
し

で
も

文
字

の
痕

跡
が

見
え

る
場

合
は

、
一

文
字

と
し

て
数

え
て

い
る

。
�

（
清

水
洋

子
）
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『
厚
父
』（
こ
う
ふ
）

（
１
）
書
誌
情
報

　

整
理
者
は
趙
平
安
氏
。
竹
簡
は
全
十
三
簡
。
第
一
簡
の
上
部
に

四
字
分
、
下
部
に
お
よ
そ
十
字
分
の
欠
失
が
あ
る
が
、
他
の
竹
簡

は
完
存
す
る
。
第
十
三
簡
の
本
文
末
尾
に
は
墨
方
点
が
付
さ
れ
て

お
り
、
本
篇
は
こ
こ
で
完
結
し
た
と
見
ら
れ
る
。
簡
長
は
第
一
簡

が
二
十
四
・
七
㎝
、
第
二
簡
～
第
十
三
簡
が
お
よ
そ
四
十
四
㎝
。

幅
〇
・
六
㎝
。
三
道
編
。
満
写
簡
は
三
十
三
字
～
四
十
一
字
。
竹

簡
（
完
簡
）
の
形
状
を
図
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

約
1.2
㎝

約
1.3
㎝

約
20.5
㎝

約
21
㎝

簡
長
　
約
44
㎝

　

竹
簡
の
背
面
に
は
順
序
を
示
す
編
号
が
付
さ
れ
、
第
一
簡
の
欠

失
部
に
あ
た
る
「
一
」
を
除
く
「
二
」
か
ら
「
十
三
」
の
番
号
が

確
認
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
松
鼠
（
李
松
儒
）
氏
（
簡
帛
論
壇
「
清

華
簡
『
厚
父
』
初
読
」
二
十
七
楼
・
二
〇
一
五
年
四
月
十
七
日
）

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
第
十
一
簡
背
面
の
番
号
は
「
廿
一
」
と
あ

り
、
誤
写
と
見
な
さ
れ
る
。
最
後
の
第
十
三
簡
の
背
面
に
は
、
篇

題
と
見
ら
れ
る
「
厚
父
」
の
二
字
が
別
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
整
理
者
「
説
明
」

　
『
厚
父
』
は
「
王
」
と
厚
父
と
の
対
話
か
ら
な
る
。「
王
」
は
ま

ず
夏
代
の
歴
史
に
溯
り
、「
永
く
夏
邑
（
邦
）
を
保
つ
」
条
件
と

し
て
、
政
に
勤
め
る
こ
と
、
人
を
用
い
る
こ
と
、
天
命
を
敬
畏
す

る
こ
と
、
祭
祀
に
対
し
て
慎
み
深
く
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘

し
、
厚
父
は
逆
の
面
か
ら
、
君
主
が
典
刑
を
用
い
ず
、
そ
の
徳
を

顛
覆
し
、
非
彝
に
沉
湎
す
れ
ば
、
臣
は
そ
の
徳
を
慎
ま
ず
、「
用

て
在
服
を
叙
せ
」
ざ
る
深
刻
な
結
果
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
。
続
い
て
「
王
」
は
自
分
の
即
時
の
行
な
い
を
紹
介
し
、
厚
父

は
そ
れ
に
対
す
る
応
答
の
中
で
自
分
の
認
識
と
理
念
を
述
べ
、
そ

の
重
点
は
、
天
命
を
畏
れ
る
こ
と
、
民
心
を
知
る
こ
と
、
す
ぐ
れ

た
司
民
と
民
と
の
関
係
を
処
理
す
る
こ
と
、
酒
を
戒
め
る
こ
と
な

ど
で
あ
る
と
す
る
。
全
文
は
わ
ず
か
数
百
字
（
残
存
四
百
五
十
九

字
）
で
あ
る
が
、
内
容
は
豊
富
で
、
文
辞
は
典
雅
、
哲
理
に
富

み
、
多
方
面
に
わ
た
り
重
要
な
研
究
価
値
を
も
つ
。

　

篇
中
の
一
部
の
本
文
は
『
孟
子
』
梁
恵
王
下
篇
に
「
書
曰
」
と

し
て
引
か
れ
た
文
章
と
類
似
し
て
お
り
、
趙
岐
は
そ
れ
に
注
し
て

「
書
、
尚
書
の
逸
篇
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
孟
子
の
引
用
文
と

本
篇
の
構
成
・
文
辞
の
特
色
な
ど
と
を
結
び
つ
け
て
総
合
的
に
考

慮
す
れ
ば
、『
厚
父
』
は
『
尚
書
』
の
逸
篇
と
見
な
さ
れ
る
。

（ 61 ）



（
３
）
補
足
・
考
察

　
『
厚
父
』
は
用
語
や
文
体
、
さ
ら
に
『
孟
子
』
引
『
書
』
と
の

共
通
性
な
ど
か
ら
、『
尚
書
』
に
類
す
る
文
献
と
見
な
さ
れ
て
い

る
。『
厚
父
』
に
お
け
る
最
大
の
問
題
は
、
本
篇
の
時
代
（
言
い
替

え
れ
ば
厚
父
と
問
答
す
る
「
王
」
の
王
朝
）
に
つ
い
て
、
夏
・

商
・
周
の
三
説
が
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
が
生
じ
た
原
因
と
し
て
、
本
文
中
に
そ
の
時
代
を
特
定
す
る

た
め
の
直
接
的
な
手
が
か
り
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
『
厚
父
』
中
の
固
有
名
詞
を
見
る
と
、
時
代
不
明
の

「
厚
父
」
を
除
け
ば
、
以
下
の
よ
う
に
す
べ
て
夏
王
朝
に
か
か
わ

る
人
物
や
国
名
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

「
禹
」・「
夏
邦
」・「
啓
」・「
皋
繇
」（
以
上
、
第
一
簡
）、「
夏

邑
」（
第
二
簡
）、「
夏
之
哲
王
」（
第
三
簡
）、「
先
哲
王
孔

甲
」（
第
六
簡
）

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
王
」
と
厚
父
と
が
夏
王
朝
の
歴

史
に
つ
い
て
問
答
し
た
前
半
部
分
に
見
え
、
時
代
を
特
定
す
る
た

め
の
直
接
的
な
根
拠
と
は
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
中
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、『
孟
子
』
引
『
書
』
と
の

関
係
か
ら
『
厚
父
』
の
時
代
を
特
定
し
よ
う
と
す
る
李
学
勤
氏
の

見
解
で
あ
る
（
李
学
勤
「
清
華
簡
《
厚
父
》
与
《
孟
子
》
引

《
書
》」）。
以
下
で
は
、『
厚
父
』
の
時
代
に
か
か
わ
る
有
力
な
説

の
一
つ
で
あ
る
こ
の
李
氏
の
見
解
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
若
干
の

考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

　

上
述
の
よ
う
に
『
厚
父
』
に
は
、『
孟
子
』
梁
恵
王
下
篇
に

「
書
曰
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
文
章
と
類
似
す
る
本
文
が
認
め
ら

れ
る
。
当
該
本
文
は
、『
厚
父
』
で
は
夏
王
朝
の
諸
王
の
政
事
に

つ
い
て
質
問
し
た
「
王
」
の
最
初
の
問
い
か
け
に
対
す
る
厚
父
の

回
答
の
は
じ
め
の
部
分
に
見
え
る
。
一
方
、『
孟
子
』
で
は
斉
の

宣
王
が
み
ず
か
ら
の
勇
を
好
む
欠
点
に
つ
い
て
問
う
た
の
に
対

し
、
孟
子
が
『
詩
』・『
書
』
を
引
い
て
そ
れ
ぞ
れ
周
の
文
王
・
武

王
の
勇
の
あ
り
方
を
示
し
、
小
勇
で
は
な
く
大
勇
を
も
つ
べ
き
こ

と
を
説
い
た
部
分
に
見
え
、『
厚
父
』
と
類
似
す
る
『
書
』
の
引

文
は
、
周
の
武
王
の
勇
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
に
あ
た
る
。
行
論

の
便
宜
上
、
以
下
に
『
厚
父
』
お
よ
び
『
孟
子
』
の
当
該
本
文

（
傍
線
部
）
を
前
後
の
部
分
も
含
め
て
掲
げ
て
お
こ
う
。

○
『
厚
父
』
簡
四
︱
簡
六

　

厚
父
拜
手
稽
首
曰
、「
者
魯
、
天
子
、
古
天
降
下
民
、
設

萬
邦
、
作
之
君
、
作
之
師
、
惟
曰
、
其
助
上
帝
亂
下
民
。
之

慝
王
廼
竭
失
其
命
、
弗
用
先
哲
王
孔
甲
之
典
刑
、
顚
覆
厥

德
、
沉
湎
于
非
彝
、
天
廼
弗
赦
、
廼
墜
厥
命
、
亡
厥
邦
。

…
…
」

　
（
厚
父
拝
手
稽
首
し
て
曰
く
、「
者あ

あ魯
、
天
子
、
古

い
に
し
え

天
、

下
民
を
降
し
、
万
邦
を
設
け
、
之
が
君
を
作
り
、
之
が
師
を
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作
り
、
惟
れ
曰
く
、
其
れ
上
帝
を
助
け
て
下
民
を
乱お

さ

め
よ

と
。
之こ

の
慝
王 

廼
ち
其
れ
命
を
竭
失
し
、
先
哲
王 

孔
甲
の

典
刑
を
用
い
ず
、
厥
の
徳
を
顚
覆
し
、
非
彝
に
沉
湎
す
。
天

廼
ち
赦
さ
ず
、
廼
ち
厥
の
命
を
墜
と
し
、
厥
の
邦
を
亡
ぼ

す
。
…
…
」）

○
『
孟
子
』
梁
恵
王
下
篇

　
（
孟
子
）
對
曰
、「
…
…
詩
云
、〝
王
赫
斯
怒
、
爰
整
其
旅
、

以
遏
徂
莒
、
以
篤
周
祜
、
以
對
于
天
下
。〟
此
文
王
之
勇
也
。

文
王
一
怒
、
而
安
天
下
之
民
。
書
曰
、〝
天
降
下
民
、
作
之

君
、
作
之
師
、
惟
曰
、
其
助
上
帝
寵
之
。
四
方
有
罪
無
罪
惟

我
在
。
天
下
曷
敢
有
越
厥
志
。〟
一
人
衡
行
於
天
下
、
武
王

恥
之
。
此
武
王
之
勇
也
。
而
武
王
亦
一
怒
、
而
安
天
下
之

民
。
…
…
」

　
（（
孟
子
）
対
え
て
曰
く
、「
…
…
詩
に
云
う
、〝
王
赫
と
し

て
斯
に
怒
り
、
爰
に
其
の
旅
を
整
え
、
以
て
莒
に
徂
く
を
遏と

ど

め
、
以
て
周
の
祜

さ
い
わ
い

を
篤
く
し
、
以
て
天
下
に
対こ

た

う
〟
と
。

此
れ
文
王
の
勇
な
り
。
文
王
一
た
び
怒
り
て
、
而
し
て
天
下

の
民
を
安
ん
ぜ
り
。
書
に
曰
く
、〝
天
、
下
民
を
降
し
、
之

が
君
を
作
り
、
之
が
師
を
作
り
、
惟
れ
曰
く
、
其
れ
上
帝
を

助
け
て
之
を
寵
せ
よ
と
。
四
方
の
罪
有
る
も
罪
無
き
も
惟
だ

我
在
り
。
天
下
曷
ぞ
敢
え
て
厥
の
志
を
越お

と

す
も
の
有
ら
ん

や
〟
と
。
一
人
、
天
下
に
衡
行
す
る
は
武
王 

之
を
恥
ず
。

此
れ
武
王
の
勇
な
り
。
而
し
て
武
王
も
亦
た
一
た
び
怒
り

て
、
天
下
の
民
を
安
ん
ぜ
り
。
…
…
」）

　

李
学
勤
氏
は
、
両
者
の
共
通
性
に
注
目
し
て
『
孟
子
』
が
引
用

し
た
『
書
』
を
『
厚
父
』
の
伝
本
の
ひ
と
つ
と
見
な
し
、
そ
の
前

提
か
ら
、『
厚
父
』
中
の
「
王
」
は
孟
子
が
述
べ
る
と
お
り
周
の

武
王
で
あ
り
、
本
篇
は
商
書
で
は
な
く
周
書
で
あ
る
と
の
結
論
を

導
く
。
ま
た
程
浩
氏
も
李
学
勤
氏
と
ほ
ぼ
同
様
の
論
拠
を
示
し
た

上
で
、
文
辞
の
面
で
も
周
初
の
文
献
の
用
語
と
共
通
す
る
点
が
多

い
こ
と
を
指
摘
し
、『
厚
父
』
は
、
周
の
武
王
が
克
殷
建
国
後
に

夏
朝
の
遺
民
で
あ
る
厚
父
を
訪
問
し
、
前
文
人
の
明
徳
に
つ
い
て

教
え
を
請
う
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
（
程
浩
「
清
華

簡
《
厚
父
》〝
周
書
〟
説
」）。

　

な
お
、
整
理
者
の
趙
平
安
氏
は
、
文
章
の
形
式
・
内
容
・
語
句

と
用
語
か
ら
み
て
『
厚
父
』
は
『
尚
書
』
に
類
す
る
文
献
で
あ

り
、『
孟
子
』
引
『
書
』
に
該
当
す
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と

し
な
が
ら
、
同
時
に
当
該
の
文
章
が
常
語
に
類
す
る
性
格
を
も
つ

こ
と
か
ら
、『
孟
子
』
が
依
拠
し
た
の
は
『
厚
父
』
と
は
異
な
る

『
尚
書
』
の
篇
章
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
述
べ
る
（
趙
平
安

「《
厚
父
》
的
性
質
及
其
蘊
含
的
夏
代
歴
史
文
化
」）。
ま
た
前
項

（
２
）
に
記
し
た
よ
う
に
、
趙
氏
は
整
理
者
「
説
明
」
に
お
い
て
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も
、『
孟
子
』
引
『
書
』
と
の
類
似
性
を
、『
厚
父
』
を
『
尚
書
』

の
逸
篇
と
見
な
す
傍
証
に
と
ど
め
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
敢

え
て
踏
み
込
ま
ず
、
断
定
を
保
留
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、
九
月
七
日
の
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中

心
に
お
け
る
質
疑
応
答
の
際
に
、
趙
氏
に
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
現

在
で
は
『
孟
子
』
引
『
書
』
を
『
厚
父
』
の
伝
本
の
ひ
と
つ
と
見

な
す
立
場
で
あ
る
、
と
の
回
答
を
得
た
。

　

そ
れ
で
は
前
掲
の
引
用
に
も
と
づ
き
、
あ
ら
た
め
て
周
書
説
の

論
拠
で
あ
る
『
厚
父
』
と
『
孟
子
』
引
『
書
』
と
の
関
係
に
つ
い

て
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
前
半
部
分
（
傍
線
部
）
を
比
較
す
る
と
、

『
厚
父
』
の
「
古
天
降
下
民
、
設
萬
邦
、
作
之
君
、
作
之
師
、
惟

曰
、
其
助
上
帝
亂
下
民
」
は
『
孟
子
』
引
文
の
「
天
降
下
民
、
作

之
君
、
作
之
師
、
惟
曰
、
其
助
上
帝
寵
之
」
と
よ
く
対
応
し
、
両

者
は
ほ
ぼ
同
じ
本
文
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
に

続
く
後
半
部
分
（
波
線
部
）
は
、『
厚
父
』
の
「
之
慝
王
廼
竭
失

其
命
、
弗
用
先
哲
王
孔
甲
之
典
刑
、
顚
覆
厥
德
、
沉
湎
于
非
彝
、

天
廼
弗
赦
、
廼
墜
厥
命
、
亡
厥
邦
」
に
対
し
て
『
孟
子
』
引
『
書
』

は
「
四
方
有
罪
無
罪
惟
我
在
、
天
下
曷
敢
有
越
厥
志
」
に
作
り
、

両
者
に
は
顕
著
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

　

李
学
勤
氏
は
こ
う
し
た
両
者
の
相
違
を
伝
本
の
異
同
に
よ
る
も

の
と
し
、
清
華
簡
『
尹
誥
』
と
『
礼
記
』
緇
衣
篇
所
引
『
尹
誥
』

と
の
間
に
も
、
類
似
の
状
況
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。
し
か
し
清

華
簡
『
尹
誥
』
と
『
礼
記
』
緇
衣
篇
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
馬

楠
氏
に
よ
っ
て
両
者
の
本
文
に
明
瞭
な
対
応
関
係
の
存
す
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
馬
楠
「
清
華
簡
第
一
冊
補
釈
」、『
中
国
史

研
究
』
二
〇
一
一
年
第
一
期
）、
李
氏
が
竹
簡
に
は
見
え
な
い
と

す
る
句
に
つ
い
て
も
、
流
伝
の
間
に
お
け
る
本
文
転
訛
の
過
程
を

具
体
的
に
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
厚
父
』

と
『
孟
子
』
引
『
書
』
と
の
後
半
部
分
に
、
そ
の
よ
う
な
本
文
転

訛
の
過
程
を
想
定
す
る
こ
と
は
恐
ら
く
困
難
で
あ
り
、
清
華
簡

『
尹
誥
』
の
場
合
と
同
列
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も

『
孟
子
』
引
『
書
』
の
「
四
方
有
罪
無
罪
惟
我
在
、
天
下
曷
敢
有

越
厥
志
」
の
二
句
は
「
一
人
衡
行
於
天
下
、
武
王
恥
之
」
と
い
う

孟
子
の
発
言
の
直
接
的
な
拠
り
所
と
な
る
部
分
で
あ
り
、
果
た
し

て
そ
の
よ
う
な
議
論
の
根
幹
に
か
か
わ
る
本
文
の
有
無
を
、
伝
本

の
異
同
と
し
て
処
理
し
得
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
、
な
お
慎
重
な

検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
前
半
と
後
半
と
の
文
章
の
展
開
に
注
目
す
る
と
、『
厚

父
』
の
前
半
「
古
天
降
下
民
、
設
萬
邦
、
作
之
君
、
作
之
師
、
惟

曰
、
其
助
上
帝
亂
下
民
」
と
後
半
「
之
慝
王
廼
竭
失
其
命
、
弗
用

先
哲
王
孔
甲
之
典
刑
、
顚
覆
厥
德
、
沉
湎
于
非
彝
、
天
廼
弗
赦
、

廼
墜
厥
命
、
亡
厥
邦
」
と
は
、「
こ
の
よ
う
な
天
（
上
帝
）
の
意

思
に
反
し
、
愚
か
な
王
は
そ
の
命
を
失
い
…
…
」
と
い
う
逆
接
の

関
係
に
あ
る
の
に
対
し
、『
孟
子
』
引
『
書
』
の
前
半
「
天
降
下
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民
、
作
之
君
、
作
之
師
、
惟
曰
、
其
助
上
帝
寵
之
」
と
後
半
「
四

方
有
罪
無
罪
惟
我
在
、
天
下
曷
敢
有
越
厥
志
」
と
は
、「
こ
の
よ

う
な
天
（
上
帝
）
の
意
思
に
従
い
、
四
方
の
賞
罰
は
す
べ
て
自
分

が
そ
の
任
に
あ
た
る
…
…
」
と
い
う
順
接
の
関
係
に
あ
り
、
両
者

は
正
反
対
の
方
向
性
を
示
す
。
し
か
も
『
厚
父
』
の
該
当
箇
所
は

「
王
」
で
は
な
く
厚
父
の
発
言
中
に
見
え
る
の
に
対
し
て
、『
孟

子
』
引
『
書
』
中
の
「
我
」
は
周
の
武
王
を
指
し
、
引
文
の
話
者

は
武
王
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
話
者
と
い
う
点
に
お
い
て
も

両
者
の
状
況
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
諸
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
四
方
有
罪
無
罪
惟
我
在
、

天
下
曷
敢
有
越
厥
志
」
の
二
句
の
有
無
を
伝
本
の
異
同
と
解
す
る

こ
と
は
お
そ
ら
く
困
難
で
あ
り
、
両
者
は
前
半
に
お
い
て
類
似
し

た
本
文
を
共
有
し
な
が
ら
、
後
半
は
ま
っ
た
く
異
な
る
展
開
を
も

つ
別
個
の
文
章
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
仮
に
孟
子
が
『
厚
父
』
の
伝
本
の
一
つ
に
依
拠

し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
本
文
の
前
半
部
分
の
み
で
あ
っ
て
、
後

半
は
前
段
の
『
詩
』
に
も
と
づ
く
文
王
の
勇
と
の
対
応
を
は
か
る

た
め
に
、
別
の
『
書
』
篇
か
ら
取
り
入
れ
た
か
、
あ
る
い
は
み
ず

か
ら
本
文
を
作
為
し
た
か
の
い
ず
れ
か
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
な

い
。
さ
ら
に
別
の
可
能
性
と
し
て
、
孟
子
が
依
拠
し
た
周
の
武
王

に
か
か
わ
る
『
書
』
篇
が
『
厚
父
』
と
は
別
個
に
存
在
し
て
お

り
、
両
者
に
共
通
す
る
前
半
の
本
文
は
、
い
ず
れ
か
一
方
が
他
方

を
参
考
に
し
た
、
と
の
状
況
も
考
慮
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、『
厚
父
』
に
関

す
る
検
討
は
、
戦
国
期
に
お
け
る
『
尚
書
』
の
実
態
解
明
と
緊
密

に
結
び
付
い
て
い
る
。『
厚
父
』
の
資
料
的
意
義
は
、
ま
さ
に
こ

の
点
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
４
）
参
考
文
献

（
雑
誌
）

・�

程
浩
「
清
華
簡
《
厚
父
》〝
周
書
〟
説
」（『
出
土
文
献
』
第
五

輯
、
二
〇
一
四
年
十
月
、
中
西
書
局
）

・�

趙
平
安
「《
厚
父
》
的
性
質
及
其
蘊
含
的
夏
代
歴
史
文
化
」

（『
文
物
』
二
〇
一
四
年
第
十
二
期
）

・�

趙
平
安
「
談
談
戦
国
文
字
中
値
得
注
意
的
一
些
現
象

︱
以
清

華
簡
《
厚
父
》
為
例
」（『
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
』
第
六
輯

（
上
）、
二
〇
一
五
年
二
月
）

・�

馬
楠
「
清
華
簡
第
五
冊
補
釈
六
則
」、『
出
土
文
献
（
第
六
輯
）』

（
中
西
書
局
、
二
〇
一
五
年
四
月
）

・�
李
学
勤
「
清
華
簡
《
厚
父
》
与
《
孟
子
》
引
《
書
》」（『
深
圳

大
学
学
報
』
二
〇
一
五
年
第
三
期
（
五
月
））

・�

鵬
宇
「《
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
伍
）》
文
字
訓
釈
三
則
」

（『
管
子
学
刊
』
二
〇
一
五
年
第
二
期
（
六
月
））
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（
ネ
ッ
ト
）

・�
清
華
大
学
出
土
文
献
読
書
会
「
清
華
簡
第
五
冊
整
理
報
告
補

正
」（
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
、
二
〇
一
五
年

四
月
八
日
）

・�

陳
偉
「
読
《
清
華
竹
簡
（
伍
）》
札
記
（
三
則
）」（
武
漢
大
学

簡
帛
研
究
中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
一
日
）

・�

曹
方
向
「
読
清
華
簡
《
厚
父
》
短
札
」（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究

中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
一
日
）

・�

何
有
祖
「
読
《
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
五
）》
札
記
」（
武
漢

大
学
簡
帛
研
究
中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
二
日
）

・�

華
東
師
範
大
学
中
文
系
出
土
文
献
研
究
工
作
室
「
読
《
清
華
大

学
蔵
戦
国
竹
簡
（
伍
）》
書
後
（
一
）」（
武
漢
大
学
簡
帛
網
、

二
〇
一
五
年
四
月
十
二
日
）

・�

黄
国
輝
「
清
華
簡
《
厚
父
》
補
釈
」（
復
旦
大
学
出
土
文
献
与

古
文
字
研
究
中
心
、
二
〇
一
五
年
四
月
二
十
七
日
）

・�

子
居
「
清
華
簡
《
厚
父
》
解
析
」（
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究

与
保
護
中
心
、
二
〇
一
五
年
四
月
二
十
八
日
）

・�

王
寧
「
清
華
簡
五
《
厚
父
》
之
〝
厚
父
〟
考
」（
武
漢
大
学
簡

帛
研
究
中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
三
十
日
）

・�

郭
永
秉
「
簡
説
清
華
簡
《
厚
父
》
篇
応
属
《
夏
書
》
而
非
《
周

書
》」（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
五
月

六
日
）

・�

寧
鎮
疆
「
説
清
華
簡
《
厚
父
》〝
天
降
下
民
〟
句
的
関
聯
文
献

問
題
」（
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
、
二
〇
一
五

年
五
月
二
十
五
日
）

・�

王
坤
鵬
「
簡
論
清
華
簡
《
厚
父
》
的
相
関
問
題
（
一
）」（
復
旦

大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
、
二
〇
一
五
年
七
月
二
十

六
日
）

・�

呉
琳
「
清
華
簡
（
伍
）《
厚
父
》
篇
集
釈
」（
復
旦
大
学
出
土
文

献
与
古
文
字
研
究
中
心
、
二
〇
一
五
年
七
月
二
十
六
日
）

�

（
福
田
哲
之
）

『
封
許
之
命
』（
ほ
う
き
ょ
し
め
い
）

（
１
）
書
誌
情
報

　

整
理
者
は
李
学
勤
氏
。
竹
簡
数
は
も
と
も
と
全
九
簡
で
あ
っ
た

が
、
現
存
は
七
簡
。
完
簡
が
一
簡
、
整
簡
が
二
簡
、
残
簡
が
四

簡
。
完
簡
の
簡
長
は
約
四
十
四
㎝
、
幅
は
〇
・
六
五
㎝
。
簡
端
は

平
斉
、
三
道
編
。
満
写
簡
は
三
十
一
～
三
十
四
字
。
竹
簡
（
完

簡
）
の
形
状
を
図
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

簡
長
　
約
44
㎝

約
1.2
㎝

約
20.6
㎝

約
1.2
㎝

約
20.6
㎝
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竹
簡
の
背
面
に
は
順
序
を
示
す
編
号
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
第
一
簡
と
第
四
簡
が
欠
失
し
て
い
る
。
第
三
簡
・
第
七
簡
・

第
八
簡
・
第
九
簡
は
上
端
が
や
や
欠
損
し
て
お
り
、
第
三
簡
は
冒

頭
一
字
の
上
部
が
欠
損
、
第
七
簡
は
冒
頭
一
字
の
右
半
分
が
欠

損
、
第
八
簡
・
第
九
簡
は
文
字
の
欠
損
は
見
ら
れ
な
い
。
最
終
簡

で
あ
る
第
九
簡
に
は
墨
鉤
が
あ
り
、
以
下
は
留
白
に
な
っ
て
い

る
。
第
九
簡
背
面
の
下
部
に
は
篇
題
「
封
許
之
命
」
が
記
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
下
に
は
墨
点
が
あ
る
。

（
２
）
整
理
者
「
説
明
」

　
「
命
」
と
は
も
と
も
と
『
書
』
の
一
つ
の
形
式
で
あ
り
、
伝
世

の
「
書
序
」
の
中
に
は
「
肆
命
」「
原
命
」「
説
命
」「
旅
巣
命
」

「
微
子
之
命
」「
賄
粛
慎
之
命
」「
畢
命
」「
冏
命
」「
蔡
仲
之
命
」

「
文
侯
之
命
」
な
ど
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
今
の
『
尚
書
』

の
中
に
は
「
文
侯
之
命
」
一
篇
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
清
華
簡
の

中
に
は
『
説
命
（
傅
説
之
命
）』
三
篇
（
第
三
分
冊
所
収
）
が
あ

り
、『
説
命
（
傅
説
之
命
）』
と
『
封
許
之
命
』
は
「
命
」
の
性
質

と
様
相
を
理
解
す
る
た
め
の
一
助
と
な
る
。

　
『
封
許
之
命
』
は
、
周
初
の
許
国
封
建
に
関
す
る
文
献
で
あ
る
。

許
国
の
封
建
は
、
過
去
の
学
者
は
周
の
武
王
の
時
と
見
な
し
て
い

た
が
、
簡
文
を
見
る
と
、
は
じ
め
て
許
に
封
ぜ
ら
れ
た
君
主
呂
丁

が
か
つ
て
補
佐
し
た
文
王
・
武
王
に
つ
い
て
、
す
べ
て
諡
号
が
用

い
ら
れ
て
お
り
、
分
封
が
成
王
の
世
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
成
王
親
政
後
、
間
も
な
い
頃
で
あ
る
可
能
性
が
あ

り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
呂
丁
が
か
な
り
高
齢
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　

呂
丁
は
姜
姓
の
呂
氏
で
あ
り
、『
説
文
解
字
』
叙
で
は
呂
叔
と

称
し
て
お
り
、
斉
に
封
ぜ
ら
れ
た
太
公
望
呂
尚
（
清
華
簡
『
耆

夜
』（
第
一
分
冊
所
収
）
で
は
「
呂
上
父
」
に
作
る
）
と
関
係
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

簡
文
に
は
許
に
封
ぜ
ら
れ
た
際
の
恩
賞
に
つ
い
て
詳
し
く
記
さ

れ
て
お
り
、
圭
・
鬯ち

ょ
う・

路
車
な
ど
は
関
連
す
る
典
籍
お
よ
び
青
銅

器
の
銘
文
と
対
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
、
簡
文
に
は

呂
丁
が
封
国
に
赴
く
際
に
寄
贈
さ
れ
た
礼
器
「
薦
彝
」（
組
を
成

す
祭
器
）
に
つ
い
て
も
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
多
く
の
器
物
の

名
称
は
解
釈
を
定
め
る
の
が
難
し
く
、
発
掘
さ
れ
た
当
時
の
遺
物

と
対
照
さ
せ
て
、
さ
ら
に
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

（
３
）
補
足
・
考
察

・
本
篇
に
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

①�
周
の
文
王
の
時
の
呂
丁
の
功
績
。
呂
丁
が
文
王
を
補
佐
し
、

明
刑
を
司
り
、
謀

は
か
り
ご
とを

治
め
、
上
帝
に
事
え
た
こ
と
な
ど
を

述
べ
る
。

②�

武
王
の
時
の
呂
丁
の
功
績
。
呂
丁
が
武
王
に
よ
る
殷
討
伐
を

補
佐
し
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
る
。
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③�

こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
呂
丁
が
許
国
に
封
ぜ
ら
れ
た

こ
と
、
そ
し
て
、
そ
こ
で
自
ら
の
謀
を
至
ら
せ
、
王
家
を
憂

い
、
四
方
を
治
め
、
周
王
（
成
王
）
の
そ
ば
に
仕
え
ず
に

（
周
王
朝
の
内
部
か
ら
で
は
な
く
外
部
か
ら
）
周
王
を
助
け

た
こ
と
を
述
べ
る
。

④�

周
王
か
ら
呂
丁
に
授
け
ら
れ
た
車
馬
や
器
物
な
ど
に
つ
い
て

述
べ
る
。

⑤�

封
許
の
こ
と
ば
。
周
王
か
ら
呂
丁
に
向
け
ら
れ
た
戒
め
の
こ

と
ば
で
、
慎
ん
で
謀
を
行
い
、
永
く
周
国
を
厚
く
し
、
周
王

の
命
を
廃
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
国
を
長
く
保
っ
て
ゆ
け

る
と
述
べ
る
。

本
篇
の
大
部
分
の
内
容
は
、
西
周
・
春
秋
時
代
の
青
銅
器
の
銘

文
に
よ
く
見
ら
れ
る
冊
命
の
形
式
と
同
様
で
あ
る
。
冊
命
は
も

と
も
と
竹
簡
に
書
写
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現

在
、
竹
簡
に
書
写
さ
れ
た
西
周
・
春
秋
時
代
の
冊
命
は
発
見
さ

れ
て
お
ら
ず
、
非
常
に
珍
し
い
例
で
あ
る
。
青
銅
器
の
銘
文
や

『
尚
書
』
の
「
周
書
」
部
分
な
ど
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
欠

失
し
て
い
る
第
一
簡
（
約
三
十
字
）
に
は
、
時
間
・
場
所
・
人

物
に
関
す
る
説
明
（
西
周
時
代
の
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
る
形
式

の
例
と
し
て
は
、「
唯
○
年
△
月
干
支
、
王
在
（
場
所
）、（
誰

が
誰
に
冊
命
を
授
け
た
か
）」
な
ど
）
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
篇
と
『
尚
書
』
文
侯
之
命
と
は
冊
命
の

形
式
と
内
容
が
似
通
っ
て
お
り
、
本
篇
は
「
命
」
の
体
裁
を
窺

い
知
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

・�

簡
文
に
は
、「
大
命
を
膺
受
し
、
駿
と
し
て
四
方
を
尹た

だ

す
」（
第

二
簡
）、「
汝
呂
丁
、
肇は

じ

め
文
王
を
右た

す

け
、
毖つ

つ
しみ

て
厥
の
烈
を
光さ

か

ん
に
し
、
明
刑
を
□
司
し
、
厥
の
猷
を
釐お

さ

め
、
祗つ

つ
しみ

て
上
帝
に

事
う
。
桓
桓
と
し
て
丕お

お

い
に
敬
い
、
厳た

っ
と

び
て
天
命
に
将し

た
が

う
。」

（
第
二
簡
・
第
三
簡
。
□
は
欠
字
）
と
あ
り
、
前
者
は
周
王
が

大
命
を
受
け
て
四
方
を
正
し
た
こ
と
、
後
者
は
呂
丁
が
「
上

帝
」
に
事
え
、「
天
命
」
に
従
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
周

知
の
と
お
り
、「
大
命
」「
天
命
」「
上
帝
」
は
青
銅
器
の
銘
文

や
『
書
』『
詩
』
な
ど
に
よ
く
見
ら
れ
る
語
で
あ
る
。

・�

本
篇
に
は
、
周
王
か
ら
呂
丁
に
授
け
ら
れ
た
車
馬
や
器
物
な
ど

が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
ま
ず
、
周
王
が
呂
丁

に
蒼
珪
（
青
い
玉
器
）、
秬き

ょ

鬯ち
ょ
う

一い
ち

卣ゆ
う

（
黒
黍
と
香
草
で
作
っ
た

酒
一
壺
）、
路
車
（
天
子
・
諸
侯
の
乗
る
車
）、
馬
四
匹
、
お
よ

び
衣
裳
や
車
馬
に
付
け
る
装
飾
品
な
ど
の
器
物
を
「
易
（
賜た

ま

）」

う
（
下
賜
す
る
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
薦
彝
」

す
な
わ
ち
龍
鬹
・
璉
・
鑵
・
鉦
・
盤
・
鑑
・
鎣
・
鼎
・
簋
・
觥

な
ど
の
青
銅
器
を
「
贈お

く

」
る
と
記
載
し
て
い
る
。
本
篇
に
お
い

て
は
、
車
馬
や
宝
玉
・
装
飾
品
な
ど
の
器
物
に
は
「
易
（
賜
）」

字
、
青
銅
器
に
は
「
贈
」
字
が
使
用
さ
れ
、
明
確
な
使
い
分
け

が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
特
に
、
西
周
時
代
の
冊
命
に
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関
す
る
銘
文
の
中
に
「
贈
」
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
き
わ

め
て
少
な
く
、「
易
（
賜
）」
と
「
贈
」
の
区
別
に
つ
い
て
今
後

さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
４
）
参
考
文
献

（
ネ
ッ
ト
）

・�

清
華
大
学
出
土
文
献
読
書
会
「
清
華
簡
第
五
冊
整
理
報
告
補

正
」（
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
、
二
〇
一
五
年

四
月
八
日
）

・�

鵬
宇
「《
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
伍
）》
零
識
」（
清
華
大
学

出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
日
）

・�

程
燕
「
清
華
五
剳
記
」（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
簡
帛
網
、

二
〇
一
五
年
四
月
十
日
）

・�

石
小
力
「
清
華
簡
（
伍
）《
封
許
之
命
》
所
載
〝
朱
旃
〟
考
」

（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
二

日
）

・�

石
小
力
「
清
華
簡
（
伍
）《
封
許
之
命
》〝
鉤
・
膺
〟
補
説
」

（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
二

日
）

・�

何
有
祖
「
読
《
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
五
）》
札
記
」（
武
漢

大
学
簡
帛
研
究
中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
二
日
）

・�

華
東
師
範
大
学
中
文
系
出
土
文
献
研
究
工
作
室
「
読
《
清
華
大

学
蔵
戦
国
竹
簡
（
伍
）》
書
後
（
一
）」（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究

中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
二
日
）

・�

付
強
「《
封
許
之
命
》
推
測
両
則
」（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心

簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
二
日
）

・�

付
強
「《
封
許
之
命
》
与
史
牆
盤
的
〝
允
尹
〟」（
武
漢
大
学
簡

帛
研
究
中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
四
日
）

・�

付
強
「《
封
許
之
命
》
与
青
銅
監
的
自
名
」（
武
漢
大
学
簡
帛
研

究
中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
四
日
）

・�

陳
剣
「《
清
華
簡
（
伍
）》
与
旧
説
互
証
両
則
」（
復
旦
大
学
出

土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
四
日
）

・�

付
強
「
読
清
華
簡
（
五
）
劄
記
一
則
」（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究

中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
七
日
）

・�

呉
雪
飛
「
清
華
簡
（
五
）《
封
許
之
命
》〝
戚
章
爾
慮
〟
句
詁
」

（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
七

日
）

・�

蘇
建
洲
「《
封
許
之
命
》
研
読
札
記
（
一
）」（
復
旦
大
学
出
土

文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
八
日
）

・�
孟
蓬
生
「
釈
清
華
簡
《
封
許
之
命
》
的
「〝

〟
字
︱
兼
論

〝

〟
字
的
古
韻
帰
部
」（
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究

中
心
、
二
〇
一
五
年
四
月
二
十
一
日
）

・�

王
挺
斌
「
利
用
清
華
簡
来
解
釈
《
詩
経
・
魯
頌
・
閟
宮
》〝
三

寿
作
朋
〟」（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
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四
月
二
十
三
日
）

・�
王
寧
「
読
《
封
許
之
命
》
散
札
」（
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古

文
字
研
究
中
心
、
二
〇
一
五
年
四
月
二
十
八
日
）

・�

王
寧
「
再
説
《
封
許
之
命
》
的
〝
呂
丁
〟
与
《
世
俘
》
的
〝
呂

他
〟」（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
五
月

二
十
一
日
）

・�

侯
建
科
「
清
華
簡
五
《
封
許
之
命
》
篇
集
釈
」（
復
旦
大
学
出

土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
、
二
〇
一
五
年
七
月
三
日
）

・�

子
居
「
清
華
簡
《
封
許
之
命
》
解
析
」（
清
華
大
学
出
土
文
献

研
究
与
保
護
中
心
、
二
〇
一
五
年
七
月
十
六
日
）

・�

金
宇
祥
「《
清
華
五
・
封
許
之
命
》〝
鬯
〟
字
芻
議
」（
復
旦
大

学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
、
二
〇
一
五
年
八
月
五
日
）

�
（
草
野
友
子
）

『
命
訓
』（
め
い
く
ん
）

（
１
）
書
誌
情
報

　

整
理
者
は
劉
国
忠
氏
。
竹
簡
は
全
十
五
簡
。
三
道
編
。
全
篇
を

通
し
て
程
度
は
異
な
る
も
の
の
、
欠
損
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
特

に
、
第
一
・
二
・
三
・
七
・
九
・
十
二
・
十
四
・
十
五
簡
に
つ
い

て
は
、
文
字
も
僅
か
に
（
一
～
三
文
字
分
）
欠
失
し
て
い
る
。
完

簡
を
復
元
す
る
と
、
長
さ
は
約
四
十
九
㎝
。
竹
簡
（
完
簡
）
の
形

状
を
図
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

簡
長
　
約
49
㎝

約
1.3
㎝

約
1.2
㎝

約
23.5
㎝

約
23
㎝

　

最
終
簡
（
第
十
五
簡
）
を
除
い
て
、
全
て
の
竹
簡
の
背
面
竹
節

部
に
順
序
を
示
す
編
号
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
時
点
に
お
い

て
、「
四
」
と
「
十
四
」
の
番
号
に
つ
い
て
は
、
竹
簡
の
欠
損
に

よ
り
確
認
で
き
な
い
。
篇
題
は
見
え
ず
、
そ
の
内
容
が
『
逸
周

書
』
命
訓
篇
と
お
お
よ
そ
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
本
篇
は
命
訓
篇

の
戦
国
期
の
写
本
と
み
な
さ
れ
、「
命
訓
」
と
仮
称
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
整
理
者
「
説
明
」

　

本
篇
は
、
現
行
本
『
逸
周
書
』
命
訓
篇
と
お
お
よ
そ
合
致
す
る

内
容
で
あ
る
。

　
『
逸
周
書
』
は
歴
史
上
、
長
期
に
わ
た
り
埋
も
れ
、
善
本
も
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
誤
字
や
脱
字
が
見
ら
れ
、
テ
キ
ス
ト

解
釈
上
、
深
刻
な
状
況
に
あ
っ
た
。
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
清

華
簡
『
皇
門
』
や
『
祭
公
之
顧
命
（
祭
公
）』
な
ど
の
諸
篇
も
、

現
行
本
『
逸
周
書
』
皇
門
篇
や
祭
公
篇
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
文
献
で

あ
り
、
現
行
本
『
逸
周
書
』
と
の
校
勘
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
命
訓
篇
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
竹
簡
本
と
対
照
さ
せ
る
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の
一
つ
。
例
え
ば
、
本
篇
で
は
「
天
道
三
（
中
略
）
天
有
命
、
有

福
、
有
禍
。」
と
い
う
よ
う
な
用
法
を
指
す
）
し
て
い
る
点
が
挙

げ
ら
れ
る
。『
左
伝
』
や
『
戦
国
策
』
に
は
、
こ
れ
ら
の
組
に
属

す
る
文
献
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
あ
る
学
者
は
こ
れ
ら

が
春
秋
時
代
に
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
清
華
簡
『
命
訓
』
の
発
見
は
、『
逸
周
書
』
中
、
命

訓
篇
と
関
連
の
深
い
文
献
を
検
討
す
る
上
で
も
大
い
に
役
立
つ
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
補
足
・
考
察

○
書
誌
情
報
に
つ
い
て

・�

図
版
と
「
竹
簡
信
息
表
」
と
を
参
照
す
れ
ば
、
本
篇
の
完
簡
に

は
、
一
簡
あ
た
り
三
十
九
～
四
十
六
字
程
度
記
さ
れ
て
い
た
と

推
定
さ
れ
る
。

・�

本
篇
に
は
符
号
が
多
用
さ
れ
て
い
る
（
墨
鉤
（

レ
）
が
十
六
、

墨
釘
（

┃
）
が
十
二
、
重
文
記
号
（

═
）
が
五
十
一
見
え
る
）

が
、
第
六
簡
「
夫
天

レ
道
三
」
の
よ
う
に
、
墨
鉤
で
区
切
る
と

明
ら
か
に
文
意
が
通
じ
な
い
箇
所
も
あ
る
た
め
、
注
意
が
必
要

で
あ
る
。

○
内
容
に
つ
い
て

・�

本
篇
は
二
部
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
前
半
部
は
冒
頭
「
□
〔
天
〕
民
を
生
じ
て
大
命
を
成

こ
と
で
、
現
行
本
に
多
く
の
誤
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
識
で
き

る
。
そ
の
た
め
、
本
篇
は
我
々
が
命
訓
篇
の
原
本
を
復
元
す
る
上

で
、
有
力
な
手
が
か
り
と
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

清
華
簡
『
命
訓
』
の
発
見
は
、『
逸
周
書
』
中
の
多
く
の
文
献

の
成
立
時
期
を
判
断
す
る
上
で
も
重
要
な
意
義
を
有
す
る
。「
命

訓
」
は
『
逸
周
書
』
中
、
二
番
目
に
配
さ
れ
た
篇
で
、『
逸
周
書
』

周
書
序
に
は
命
訓
篇
に
つ
い
て
、「
殷
人 

教
え
を
作
す
も
、

民 

極
を
知
ら
ず
、
将
に
道
を
明
ら
か
に
し
極
（
中
村
注
：
劉
師

培
は
「
極
」
字
を
衍
字
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。（
黄
懐
信
等
撰

『
逸
周
書
彙
校
集
注
』））
以
て
其
の
俗
を
移
さ
ん
と
す
。『
命
訓
』

を
作
す
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
周
の
文
王
が
為
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
多
く
の
学
者
た
ち
は
本

篇
の
成
立
を
よ
り
遅
い
時
期
と
み
な
し
、
甚
だ
し
き
に
至
っ
て

は
、
漢
代
に
な
っ
て
よ
う
や
く
世
に
現
れ
た
と
し
て
い
る
。
だ
が

近
年
、
こ
の
認
識
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
す
で
に
あ
る
学
者
は
、

『
逸
周
書
』
の
冒
頭
三
篇
、「
命
訓
」
と
「
度
訓
」「
常
訓
」
は
み

な
「
訓
」
が
篇
名
に
見
え
、
ま
た
為
政
・
牧
民
の
道
を
述
べ
て
お

り
、
性
質
や
内
容
に
一
貫
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
三
篇

は
深
く
関
連
す
る
、
ま
さ
に
同
一
時
期
の
文
献
で
あ
ろ
う
と
指
摘

し
て
い
る
。
こ
の
他
、
武
称
・
大
匡
・
程
典
・
小
開
等
の
篇
も

「
命
訓
」
と
同
一
組
に
属
す
る
文
献
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
特
徴
と

し
て
、
数
字
を
用
い
て
排
比
（
中
村
注
：
順
に
配
列
す
る
修
辞
法
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す
。
司
徳
に
命
じ
て
、
正
す
に
禍
福
を
以
て
せ
し
め
、
明
王
を

立
て
て
以
て
之
に
訓
え
て
曰
く
…
…
」（
第
一
簡
）
か
ら
「
…
…

是
の
故
に
明
王
は
此
の
六
者
を
奉
じ
て
、
以
て
万
民
を
牧
い
、

民
用
い
て
失
せ
ず
」（
第
十
一
簡
）
ま
で
で
、
こ
こ
に
は
主
に
、

次
の
二
点
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

①�

大
命
小
命
・
福
禄
・
禍
過
・
恥
・
生
穀
・
死
喪
の
六
つ
を
う

ま
く
人
民
に
施
せ
ば
、
政
治
は
適
切
に
行
わ
れ
る
。

②�

天
道
に
は
三
つ
の
方
策
（
命
・
福
・
禍
）
が
あ
り
、
人
道
に

も
三
つ
の
方
策
（
恥
・

冕
・
斧
鉞
）
が
あ
る
が
、
天
道
と

人
道
の
三
つ
は
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
て
お
り
（
命
＝
恥
・
福

＝

冕
・
禍
＝
斧
鉞
）、
そ
の
根
本
は
究
極
的
に
は
同
一
の

も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
極
命
・
極
福
・
極
禍
・
極
恥
・
極

賞
・
極
罰
（
※
こ
こ
で
は
「
極
」
は
過
度
の
意
）
は
政
治
を

危
う
く
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
明
王
は
、
こ
の
六
者
を

慎
重
に
行
い
、
万
民
を
牧
う
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
篇
前
半
部
に
は
天
道
と
人
道
と
を
密
接
に
結

び
つ
け
て
為
政
を
説
く
、
天
人
相
関
の
思
想
が
見
え
る
。

　

一
方
、
本
篇
後
半
部
は
「
之
を
撫
す
る
に
恵
を
以
て
し
、
之

を
和
す
る
に
均
を
以
て
し
…
…
」（
第
十
一
簡
）
か
ら
、
最
終

簡
「
微
あ
ら
ば
以
て
始
を
知
り
、
始
あ
ら
ば
以
て
終
を
知
る
」

（
第
十
五
簡
）
ま
で
で
、
主
に
人
民
統
治
に
必
要
な
十
二
の
項

目
（
恵
・
均
・
哀
・
楽
・
礼
・
芸
・
政
・
事
・
賞
・
罰
・
中
・

権
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
用
い
る
べ
き
場
面
と
用
い
て
は
な

ら
な
い
場
面
と
を
列
挙
し
て
い
る
。

・�

全
篇
を
通
し
て
、
清
華
簡
『
命
訓
』
と
現
行
本
『
逸
周
書
』
命

訓
篇
と
に
は
、
語
句
の
相
違
が
散
見
す
る
。
そ
の
中
で
最
も
注

目
す
べ
き
は
、
次
の
「
命
」
に
関
す
る
記
述
で
あ
ろ
う
。（
※

74
・
75
頁
に
掲
げ
た
「
清
華
簡
『
命
訓
』
と
現
行
本
『
逸
周

書
』
命
訓
篇
の
対
照
表
」
の
網
掛
け
部
分
を
参
照
。）

Ⅰ
．（
現
行
本
『
逸
周
書
』
命
訓
篇
）

明
王

0

0

是
故
昭
命
以
命
之
、
曰「
大
命
世
罰
、小
命
罰
身
」。

　
　
（
竹
簡
本
清
華
簡
『
命
訓
』）

天0　
　

故
昭
命
以
命
之
、
曰「
大
命
世
罰
、小
命
命
身
」。

現
行
本
で
は
、「
大
命
世
罰
」
以
下
の
言
葉
の
発
言
者
が
「
明

王
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
竹
簡
本
で
は
「
天
」
と

記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
天
は
人
の
行
動
如
何
に

よ
っ
て
禍
福
を
降
す
存
在
と
し
て
伝
世
文
献
中
に
頻
出
す
る

が
、
管
見
の
限
り
、
直
接
言
を
発
す
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
る

こ
と
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
竹
簡
本
中
の
こ
の
天
の
発
言
は
、

や
や
異
質
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
筆
者
は
本
年
九
月
七
日
、
清
華
大
学
を

訪
問
し
た
際
に
、
整
理
者
の
劉
国
忠
氏
に
直
接
お
伺
い
す
る
機

会
を
得
た
。
そ
の
際
、
劉
氏
は
「
清
華
本
に
見
え
る
「
天
曰

～
」
の
記
述
は
、
天
が
直
接
言
葉
を
発
し
て
い
る
の
で
は
な
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く
、
明
王
の
言
が
天
の
言
に
仮
託
さ
れ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
」
と
い
う
見
解
を
示
さ
れ
た
。
確
か
に
劉
氏
の
指
摘

す
る
通
り
、
明
王
の
統
治
論
が
天
に
仮
託
さ
れ
て
述
べ
ら
れ
て

い
る
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　
「
命
」
に
関
す
る
記
述
は
、
該
当
箇
所
の
他
、
命
訓
篇
冒
頭

に
も
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

Ⅱ
．（
現
行
本
『
逸
周
書
』
命
訓
篇
）

天0　
　
　
　

生
民
而
成
大
命
。
命
司
德
正
之
以
禍
福
。

立
明
王
以
順
之
、
曰
「
大
命
有
常
、
小
命
日
成
」。

　
　
（
竹
簡
本
清
華
簡
『
命
訓
』）

□
（
天
？
）
生
民
而
成
大
命
。
命
司
德
正　

以
禍
福
、

立
明
王
以
訓
之
、
曰
「
大
命
有
常
、
小
命
日
成
」。

冒
頭
句
に
お
け
る
「
大
命
有
常
」
以
下
の
言
葉
の
発
言
者
に
つ

い
て
は
、
竹
簡
本
で
は
残
欠
の
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
現
行
本

で
は
「
天
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
劉
氏
は
、

こ
の
冒
頭
句
も
含
め
、
明
王
を
立
て
る
の
は
天
で
あ
り
、
そ
れ

ゆ
え
明
王
の
言
は
天
の
言
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
考
え
を
述

べ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
命
訓
篇
中
で
は
、「
夫
天
道
三
、
人
道
三
。
天
有

命
、
有
福
、
有
禍
。
人
有
恥
、
有

冕
、
有
斧
鉞
。」（
清
華
簡

『
命
訓
』）
と
あ
る
よ
う
に
、「
命
」
は
「
天
道
」
に
属
す
る
も

の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
た
め
、「
命
」

に
関
す
る
「
天
」
の
言
を
直
ち
に
「
王
」
の
言
と
捉
え
る
こ
と

に
は
、
な
お
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
感
ず
る
。

　

本
篇
に
見
え
る
天
の
教
訓
、
Ⅰ
の
「
曰
「
大
命
世
罰
、
小
命

命
身
」」、
お
よ
び
Ⅱ
の
「
曰
「
大
命
有
常
、
小
命
日
成
」」
の

語
句
は
、
構
造
上
も
対
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
も
と
も
と
は
ど

ち
ら
も
天
に
関
連
付
け
ら
れ
て
説
か
れ
た
成
句
的
表
現
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
Ⅰ
に
見
え
る
「
大
命
世
罰

～
」
の
発
言
者
が
現
行
本
と
竹
簡
本
と
で
異
な
る
点
に
つ
い
て

は
、
は
じ
め
竹
簡
本
の
よ
う
に
、
為
政
の
根
本
理
念
と
し
て

「
天
」（
あ
る
い
は
天
道
）
と
深
く
関
連
付
け
ら
れ
て
説
か
れ
て

い
た
該
当
句
が
、
後
に
テ
キ
ス
ト
に
混
乱
が
生
じ
て
、
現
行
本

の
よ
う
に
「
明
王
」
の
言
と
し
て
書
き
換
え
ら
れ
た
可
能
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

・�

最
後
に
、
竹
簡
本
と
現
行
本
と
の
比
較
の
便
を
図
る
た
め
、
対

照
表
を
掲
載
す
る
。

　

な
お
、
対
照
表
中
の
□
は
竹
簡
の
残
欠
に
よ
り
欠
失
し
た
一

文
字
分
の
空
白
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
両
文
献
の
使
用
語
句

に
相
違
が
あ
る
場
合
に
は
該
当
箇
所
に
波
線
を
、
竹
簡
本
・
現

行
本
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
の
み
見
え
る
語
句
に
は
二
重
傍
線

を
、
両
文
献
の
語
順
が
転
倒
し
て
い
る
場
合
に
は
点
線
を
附
し

た
。
現
行
本
『
逸
周
書
』
命
訓
篇
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
黄
懐
信

等
撰
『
逸
周
書
彙
校
集
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
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年
十
二
月
）
を
用
い
て
い
る
。

清
華
簡
『
命
訓
』
と
現
行
本
『
逸
周
書
』
命
訓
篇
の
対
照
表

清
華
簡
『
命
訓
』

現
行
本
『
逸
周
書
』
命
訓
篇

　

□
生
民
而
成
大
命
。
命
司
德
、正
以
禍
福
、立
明
王
以
訓
之
、曰
「
大

命
有
常
、
小
命
日
成
」。
日
成
則
敬
、
有
常
則
廣
、
廣
以
敬
命
、
則
度

□
□
極
。
夫
司
德
司
義
、
而
賜
之
福
、
福
祿
在
人
、
人
能
居
、
如
不

居
而
重
義
、
則
度
至
于
極
。
或
司
不
義
而
降
之
禍
、
禍
過
在
人
、
人

□
毋
懲
乎
。
如
懲
而
悔
過
、
則
度
至
于
極
。
夫
民
生
而
恥
不
明
、
上

以
明
之
、
能
無
恥
乎
。
如
有
恥
而
恆
行
、
則
度
至
于
極
。
夫
民
生
而

樂
生
穀
、
上
以
穀
之
、
能
毋
勸
乎
。
如
勸
以
忠
信
、
則
度
至
于
極
。

夫
民
生
而
痛
死
喪
、
上
以
畏
之
、
能
毋
恐
乎
。
如
恐
而
承
敎
、
則
度

至
于
極
。

　

六
極
既
達
、
九
間
倶
塞
。
達
道
道
天
以
正
人
。
正
人
莫
如
有
極
、

道
天
莫
如
無
極
。
道
天
有
極
則
不
威
、
不
威
則
不
昭
、
正
人
無
極
則

不
信
、
不
信
則
不
行
。
夫
明
王
昭
天
信
人
以
度
功
、
功
地
以
利
之
、

使
信
人
畏
天
、
則
度
至
于
極
。

　

夫
天
道
三
、
人
道
三
。
天
有
命
、
有
福
、
有
禍
。
人
有
恥
、
有 

冕
、

有
斧
鉞
。
以
人
之
恥
當
天
之
命
、
以
其

冕
當
天
之
福
、
以
其
斧
鉞

當
天
之
禍
。
□
方
三
述
、
其
極
一
、
弗
知
則
不
行
。

　

極
命
則
民
墮
乏
、
乃
曠
命
以
代
其
上
、
殆
於
亂
矣
。
極
福
則
民
祿
、

　

天
生
民
而
成
大
命
。
命
司
德
正
之
以
禍
福
。
立
明
王
以
順
之
、曰「
大

命
有
常
、
小
命
日
成
」。
成
則
敬
、
有
常
則
廣
。
廣
以
敬
命
、
則
度
至

于
極
。
夫
司
德
司
義
、
而
賜
之
福
祿
。
福
祿
在
人
、
能
無
懲
乎
。
若

懲
而
悔
過
、
則
度
至
于
極
。
夫
或
司
不
義
、
而
降
之
禍
、
在
人
、
能

無
懲
乎
。
若
懲
而
悔
過
、
則
度
至
于
極
。
夫
民
生
而
醜
不
明
、
無
以

明
之
、
能
無
醜
乎
。
若
有
醜
而
競
行
不
醜
、
則
度
至
于
極
。
夫
民
生

而
樂
生
、
無
以
穀
之
、
能
無
勸
乎
。
若
勸
之
以
忠
、
則
度
至
于
極
。

夫
民
生
而
惡
死
、
無
以
畏
之
、
能
無
恐
乎
。
若
恐
而
承
敎
、
則
度
至

于
極
。

　

六
極
既
通
、
六
閒
具
塞
。
通
道
通
天
以
正
人
。
正
人
莫
如
有
極
、

道
天
莫
如
無
極
。
道
天
有
極
則
不
威
、
不
威
則
不
昭
、
正
人
無
極
則

不
信
、
不
信
則
不
行
。
明
王
昭
天
信
人
以
度
、
功
地
以
利
之
、
使
信

人
畏
天
、
則
度
至
于
極
。

　

夫
天
道
三
人
道
三
。
天
有
命
、
有
禍
、
有
福
、
人
有
醜
、
有
紼
絻
、

有
斧
鉞
。
以
人
之
醜
當
天
之
命
、
以
紼
絻
當
天
之
福
、
以
斧
鉞
當
天

之
禍
。
六
方
三
述
、
其
極
一
也
、
不
知
則
不
存
。

　

極
命
則
民
墮
、
民
墮
則
曠
命
、
曠
命
以
誡
其
上
、
則
殆
於
亂
。
極
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民
祿
于
善
、
于
善
違
則
不
行
。
極
禍
則
民
畏
、
民
畏
則
淫
祭
、
淫
祭

罷
家
。
極
恥
則
民
枳
、
民
枳
則
傷
人
、
傷
人
則
不
義
。
極
賞
則
民
賈

其
上
、
賈
其
上
則
無
讓
、
無
讓
則
不
順
。
極
罰
則
民
多
詐
、
多
詐
則

不
忠
、不
忠
則
無
復
。
凡
厥
六
者
、政
之
所
殆
。
天
故
昭
命
以
命
力〈
之
〉

曰
、「
大
命
世
罰
、
小
命
命
身
」。 

福
莫
大
於
行
、
禍
莫
大
於
淫
祭
、

恥
莫
大
於
傷
人
、
賞
莫
大
於
讓
、
罰
莫
大
於
多
詐
。
是
故
明
王
奉
此

六
者
、
以
牧
萬
民
、
民
用
不
失
。

　

撫
之
以
惠
、
和
之
以
均
、
斂
之
以
哀
、
娯
之
以
樂
、
訓
之
以
禮
、

敎
之
以
藝
、
正
之
以
政
、
動
之
以
事
、
勸
之
以
賞
、
畏
之
以
罰
、
臨

之
以
中
、
行
之
以
權
、
權
不
法
、
中
不
忠
、
罰
□
□
□
不
從
勞
、
事

不
震
、
政
不
成
、
藝
不
淫
、
禮
有
時
、
樂
不
伸
、
哀
不
至
、
均
不
一
、

惠
必
忍
人
。
凡
此
物
厥
權
之
屬
也
。

　

惠
而
不
忍
人
、
人
不
勝
□
□
不
知
死
、
均
一
不
和
、
哀
至
則
匱
、

樂
伸
則
荒
、
禮
□
□
則
不
貴
、
藝
淫
則
害
於
才
、
政
成
則
不
長
、
事

震
則
不
功
、
以
賞
從
勞
、
勞
而
不
至
、
以
□
□
服
、
服
而
不
釮
、

以
中
從
忠
則
賞
、
賞
不
必
中
、
以
權
從
法
則
不
行
、
行
不
必
法
、
法

以
知
權
、
權
以
知
微
、
微
以
知
始
、
始
以
知
終
。

福
則
民
祿
、
民
祿
則
干
善
、
干
善
則
不
行
。
極
禍
則
民
鬼
、
民
鬼
則

淫
祭
、
淫
祭
則
罷
家
。
極
醜
則
民
叛
、
民
叛
則
傷
人
、
傷
人
則
不
義
。

極
賞
則
民
賈
其
上
、
賈
其
上
則
民
無
讓
、
無
讓
則
不
順
。
極
罰
則
民

多
詐
、
多
詐
則
不
忠
、
不
忠
則
無
報
。
凡
此
六
者
、
政
之
始
也
。
明

王
是
故
昭
命
以
命
之
、曰
「
大
命
世
罰
、小
命
罰
身
」。 

福
莫
大
於
行
義
、

禍
莫
大
於
淫
祭
。
醜
莫
大
於
傷
人
、賞
莫
大
於
信
義
、讓
莫
大
於
賈
上
、

罪
莫
大
於
貪
詐
。
古
之
明
王
奉
此
六
者
以
牧
萬
民
、
民
用
而
不
失
。

　

撫
之
以
惠
、
和
之
以
均
、
斂
之
以
哀
、
娯
之
以
樂
、
慎
之
以
禮
、

敎
之
以
藝
、
震
之
以
政
、
動
之
以
事
、
勸
之
以
賞
、
畏
之
以
罰
、
臨

之
以
忠
、
行
之
以
權
。
權
不
法
、
忠
不
忠
、
罰
不
服
、
賞
不
從
勞
、

事
不
震
、
政
不
成
、
藝
不
淫
、
禮
有
時
、
樂
不
滿
、
哀
不
至
、
均
不
壹
、

惠
不
忍
人
。
凡
此
、
物
權
之
屬
也
。

　

惠
不
忍
人
、
人
不
勝
害
、
害
不
如
死
。
均
一
則
不
和
、
哀
至
則
匱
、

樂
滿
則
荒
、
禮
無
時
則
不
貴
、
藝
淫
則
害
于
才
、
政
成
則
不
長
、
事

震
則
寡
功
。
以
賞
從
勞
、
勞
而
不
至
、
以
法
從
中
則
賞
、
賞
不
必
中
、

以
權
從
法
則
行
、
行
不
必
以
知
權
。
權
以
知
微
、
微
以
知
始
、
始
以

知
終
。

（
４
）
参
考
文
献

（
雑
誌
）

・�

程
浩
「
釈
清
華
簡
《
説
命
》
中
対
応
今
本
〝
震
〟
之
字
︱
︱
兼

談
《
帰
蔵
》・《
筮
法
》
的
〝
震
〟
卦
卦
名
」（『
出
土
文
献
』
第

六
輯
、
二
〇
一
五
年
四
月
、
中
西
書
局
）

・�

劉
国
忠
「
清
華
簡
《
命
訓
》
初
探
」（『
深
圳
大
学
学
報
』
二
〇

（ 75 ）



一
五
年
第
三
期
（
五
月
））

・�
趙
平
安
「
釈
清
華
簡
《
命
訓
》
中
的
〝
耕
〟
字
」（『
深
圳
大
学

学
報
』
二
〇
一
五
年
第
三
期
（
五
月
））

（
ネ
ッ
ト
）

・�

清
華
大
学
出
土
文
献
読
書
会
「
清
華
簡
第
五
冊
整
理
報
告
補

正
」（
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
、
二
〇
一
五
年

四
月
八
日
）

・�

華
東
師
範
大
学
中
文
系
出
土
文
献
研
究
工
作
室
「
読
《
清
華
大

学
蔵
戦
国
竹
簡
（
伍
）》
書
後
（
一
）」（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究

中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
二
日
）

・�

付
強
「
卜
辞
〝
過
〟
字
続
説
」（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
簡

帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
三
日
）

・�

蔡
一
峰
「
読
清
華
伍
《
命
訓
》
札
記
二
則
」（
武
漢
大
学
簡
帛

研
究
中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
四
日
）

・�

華
東
師
範
大
学
中
文
系
出
土
文
献
研
究
工
作
室
「
読
《
清
華
大

学
蔵
戦
国
竹
簡
（
伍
）》
書
後
（
三
）」（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究

中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
七
日
）

・�

付
強
「
読
清
華
簡
（
五
）
劄
記
一
則
」（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究

中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
七
日
）

・�

単
育
辰
「
佔
畢
随
録
之
十
八
」（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
簡

帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
二
十
二
日
）

�

（
中
村
未
来
）

『
湯
處
於
湯
丘
』（
と
う 

と
う
き
ゅ
う
に
お
る
）

（
１
）
書
誌
情
報

　

整
理
者
は
沈
建
華
氏
。
竹
簡
は
全
十
九
簡
。
長
さ
約
四
十
四
・

四
㎝
、
幅
約
〇
・
六
㎝
。
三
道
編
。
内
容
は
整
っ
て
お
り
、
第
六

簡
上
端
部
に
や
や
欠
損
が
見
え
る
も
の
の
、
文
字
の
欠
失
は
な

い
。
満
写
簡
は
二
十
七
～
三
十
五
字
。

簡
長
　
約
44.4
㎝

約
1.4
㎝

約
1.4
㎝

約
21.1
㎝

約
20.5
㎝

　

も
と
も
と
の
篇
題
や
竹
簡
の
順
序
を
示
す
編
号
は
な
く
、
冒
頭

の
五
字
（「
湯
處
於
湯
丘
」）
を
取
っ
て
篇
題
と
し
、
内
容
に
基
づ

い
て
竹
簡
の
配
列
を
定
め
て
い
る
。
本
篇
は
『
湯
在
啻
門
』（
同

じ
く
清
華
簡
第
五
分
冊
所
収
）
と
形
制
や
字
迹
が
一
致
し
て
お

り
、
内
容
的
に
も
関
連
が
深
く
、
同
一
人
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
整
理
者
「
説
明
」

　
『
湯
處
於
湯
丘
』
は
戦
国
期
の
作
品
に
属
す
。
本
篇
並
び
に

『
湯
在
啻
門
』
の
両
篇
は
、
い
ず
れ
も
伊
尹
に
関
す
る
物
語
で
あ
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り
、
そ
の
内
容
の
一
部
は
、『
墨
子
』
貴
義
篇
・『
呂
氏
春
秋
』
本

味
篇
・『
史
記
』
殷
本
紀
な
ど
に
も
見
え
る
。『
漢
書
』
芸
文
志
に

記
載
さ
れ
る
「
伊
尹
書
」
は
現
在
亡
佚
し
て
伝
わ
ら
な
い
が
、
そ

の
佚
篇
で
あ
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。

　
「
九
事
の
人
を
設
く
」
と
い
う
語
は
、
馬
王
堆
帛
書
『
伊
尹
九

主
』
と
関
連
を
も
つ
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
「
敬
天
」・「
尊
君
」・

「
利
民
」
を
強
調
す
る
点
は
、
戦
国
期
の
黄
老
刑
名
思
想
に
近
い

内
容
を
も
つ
。
早
期
の
黄
老
刑
名
学
の
発
生
を
研
究
す
る
上
で
、

本
篇
は
有
用
な
資
料
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、「
食
時
は
嗜む

さ
ぼ饕

ら
ず
」
な
ど
の
節
制
の
主
張
は
、『
左

伝
』
哀
公
元
年
の
「
昔
の
闔
廬
、
食
は
味
を
二
に
せ
ず
」
な
ど
と

主
旨
が
一
致
し
、
叙
述
形
式
も
近
似
す
る
な
ど
、
春
秋
戦
国
期
の

政
治
的
風
潮
を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
君
主
は
「
自

愛
」（
自
ら
愛お

し
む
）
と
い
う
よ
う
な
政
治
上
の
語
句
に
も
、
明

ら
か
に
本
篇
が
受
け
た
影
響
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

湯
の
も
と
も
と
の
本
拠
地
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
歴
史
学
と

考
古
学
の
方
面
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た
。
本
篇
冒
頭
の
「
湯
處
於

湯
（
唐
）
丘
、
取
妻
於
有
莘
」
は
文
献
の
記
載
を
裏
付
け
る
も
の

で
、
湯
の
も
と
も
と
の
本
拠
地
が
晋
南
に
淵
源
す
る
こ
と
に
新
た

な
証
拠
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
３
）
補
足
・
考
察

　

ま
ず
本
篇
の
物
語
構
成
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
こ
と
と
し
た

い
。『
湯
處
於
湯
丘
』
は
大
き
く
三
つ
の
場
面
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　
（
第
一
場
面
）　

湯
と
伊
尹
と
の
出
会
い
の
場
面

　
（
第
二
場
面
）　

湯
が
病
中
の
伊
尹
を
訪
問
す
る
場
面

　
（
第
三
場
面
）　

湯
と
伊
尹
と
の
君
臣
問
答
（
計
四
つ
）

　

第
一
場
面
で
は
、
湯
と
伊
尹
の
出
会
い
の
場
面
が
描
か
れ
る
。

湯
が
有
莘
氏
の
女
を
妻
に
娶
っ
た
際
、
そ
の
媵
臣
（
世
話
役
）
と

し
て
随
行
し
て
き
た
の
が
伊
尹
で
あ
っ
た
。
伊
尹
は
料
理
を
得
意

と
し
、
そ
の
調
和
の
と
れ
た
絶
品
料
理
を
有
莘
氏
が
口
に
す
る

と
、
身
体
は
安
定
し
、
感
覚
器
官
の
働
き
は
冴
え
わ
た
る
よ
う
に

な
っ
た
。
湯
も
こ
れ
を
食
べ
て
絶
賛
し
、「（
こ
の
調
和
の
法
で
）

民
を
調
和
す
る
こ
と
も
可
能
か
」
と
質
問
。
こ
れ
に
対
し
て
伊
尹

は
「
可
能
」
と
回
答
す
る
。

　

第
二
場
面
は
、
伊
尹
の
も
と
に
通
う
湯
と
、
そ
れ
に
対
し
て
苦

言
を
呈
す
る
臣
下
の
方ほ

う
い惟

と
の
問
答
で
あ
る
。
湯
と
伊
尹
は
夏
に

対
抗
す
べ
く
謀
議
を
か
さ
ね
る
が
、
そ
れ
が
ま
だ
成
就
し
な
い
う

ち
に
伊
尹
が
病
に
か
か
り
、
三
ヶ
月
も
外
出
不
能
と
な
る
。
こ
の

間
、
湯
は
足
繁
く
伊
尹
を
訪
ね
、
夜
遅
く
ま
で
謀
議
を
繰
り
返
し
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た
。
臣
下
の
方
惟
は
、
卑
賎
な
伊
尹
の
も
と
に
君
主
み
ず
か
ら
出

向
く
ま
で
も
な
い
と
す
る
が
、
湯
は
伊
尹
の
着
手
し
た
事
業
が
確

か
な
実
績
を
上
げ
て
お
り
、
こ
れ
は
そ
れ
を
怠
ら
ず
継
続
し
て
い

る
こ
と
の
証
で
あ
る
と
反
論
。
方
惟
も
そ
の
言
葉
に
納
得
す
る
。

　

第
三
場
面
は
、
湯
の
質
問
に
伊
尹
が
答
え
る
君
臣
問
答
で
、
同

形
式
の
問
答
が
計
四
つ
見
え
る
。
以
下
に
そ
の
要
点
を
記
す
。

湯
の
質
問

伊
尹
の
回
答

①

夏
の
徳
と
は

財
貨
を
貪
り
、
刑
罰
に
容
赦
が
な

く
、
民
心
は
離
反
し
て
い
る
。

②

夏
に
勝
つ
方
策

天
威
を
奉
じ
、
祭
祀
を
敬
し
み
、

民
を
慈
し
む
こ
と
。

③
「
自
愛
」
の
方
法

奢
侈
を
去
り
、
民
と
利
を
分
か
つ

こ
と
。

④

君
主
と
臣
下
の
務
め

（
君
主
）
民
を
愛
す
こ
と
。

（
臣
下
）
君
命
を
遵
守
す
る
こ
と
。

　

次
に
、『
湯
處
於
湯
丘
』
と
諸
文
献
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察

を
試
み
る
。

　

第
一
場
面
と
類
似
の
説
話
を
載
せ
る
の
が
、『
呂
氏
春
秋
』
本

味
篇
で
あ
る
。
伊
尹
の
特
異
な
出
生
を
記
す
本
味
篇
は
、
湯
と
伊

尹
の
出
会
い
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

　

空
桑
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
嬰
児
の
伊
尹
は
、
有
侁
氏
（
＝
有

莘
氏
）
の
君
に
献
上
さ
れ
、
料
理
人
の
も
と
で
養
育
さ
れ
る
。
成

長
し
た
伊
尹
は
賢
者
の
誉
れ
高
く
、
そ
の
評
判
を
聞
い
た
湯
が
伊

尹
を
求
め
、
伊
尹
も
湯
に
仕
え
る
こ
と
を
望
む
。
し
か
し
、
有
侁

氏
が
そ
れ
を
承
諾
し
な
い
。
そ
こ
で
湯
は
、
有
侁
氏
よ
り
妻
を
迎

え
る
こ
と
を
申
し
出
る
。
す
る
と
有
侁
氏
は
こ
れ
を
喜
び
、
伊
尹

も
ま
た
卑
賎
な
媵
臣
役
を
買
っ
て
出
る
こ
と
で
、
両
者
は
よ
う
や

く
出
会
い
を
果
た
す
。

　

本
味
篇
に
お
い
て
も
、
湯
が
有
莘
氏
か
ら
妻
を
娶
る
こ
と
で
媵

臣
の
伊
尹
と
出
会
う
と
い
う
物
語
展
開
で
あ
り
、
こ
の
点
は
『
湯

處
於
湯
丘
』
と
共
通
す
る
。
加
え
て
本
味
篇
で
は
、
有
莘
氏
と
の

婚
姻
が
伊
尹
の
獲
得
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
な
ど
も
記
し
て
お

り
、
両
者
の
出
会
い
に
至
る
経
緯
を
よ
り
詳
細
に
描
い
て
い
る
。

　

次
に
、
第
二
場
面
と
酷
似
し
た
話
形
を
も
つ
の
が
『
墨
子
』
貴

義
篇
で
あ
る
。
貴
義
篇
に
お
い
て
墨
子
は
、
た
と
え
賎
人
の
言
で

も
善
言
は
採
用
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
湯
と
伊
尹
の
次
の
故
事
を

引
用
す
る
。

　

湯
は
伊
尹
と
面
会
す
る
た
め
車
を
走
ら
せ
た
が
、
御
者
の
彭
氏

の
子
は
、
君
主
み
ず
か
ら
卑
賎
な
伊
尹
の
も
と
へ
出
向
く
必
要
は

な
く
、
彼
に
会
い
た
け
れ
ば
呼
び
つ
け
れ
ば
よ
い
と
す
る
。
こ
れ

に
対
し
て
湯
は
、「
お
前
な
ど
の
知
る
こ
と
で
は
な
い
」
と
一
喝

し
、
伊
尹
は
我
が
国
の
良
医
善
薬
で
あ
る
と
反
論
。
彭
氏
の
子
を

車
か
ら
降
ろ
し
、
御
者
の
任
を
解
く
。
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基
本
的
な
物
語
展
開
は
『
湯
處
於
湯
丘
』
と
一
致
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
両
者
は
同
系
統
の
物
語
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
内
容
に
は
や
や
異
な
る
点
も
存
在
す
る
。『
湯
處
於
湯
丘
』

の
訪
問
は
、
不
慮
の
病
で
伊
尹
が
出
仕
不
能
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
で
に
両
者
の
謀
議
は
進
行
中
で
あ
り
、
そ

の
た
め
湯
は
何
度
も
出
向
い
て
事
業
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
て
い

る
。
一
方
の
貴
義
篇
に
は
、
こ
の
訪
問
以
前
に
湯
と
伊
尹
が
謀
議

を
か
さ
ね
て
い
た
と
す
る
よ
う
な
記
述
は
な
く
、
伊
尹
と
病
気
と

の
関
連
も
看
取
さ
れ
な
い
。
そ
の
訪
問
は
、
今
後
の
国
政
に
つ
い

て
伊
尹
の
助
言
を
得
る
た
め
と
考
え
ら
れ
、
両
者
の
協
議
は
こ
れ

か
ら
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
今
回
の
訪
問
は
、
伊
尹
に

仕
官
を
要
請
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

『
孟
子
』
万
章
上
篇
に
は
、
湯
が
何
度
も
使
者
を
遣
わ
し
伊
尹
を

招
聘
し
た
と
す
る
説
話
が
見
え
る
。
万
章
上
篇
で
は
明
ら
か
に
仕

官
を
促
す
た
め
の
訪
問
と
な
っ
て
い
る
が
、
何
度
も
伊
尹
の
も
と

に
通
っ
た
と
す
る
点
で
は
『
湯
處
於
湯
丘
』
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。（
た
だ
し
、『
孟
子
』
で
は
湯
自
身
で
は
な
く
使
者
が
伊
尹

の
も
と
を
往
復
。）

　

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、『
史
記
』
殷
本
紀
の
記
載
で
あ
る
。

殷
本
紀
は
湯
と
伊
尹
と
の
出
会
い
に
関
し
て
二
説
を
併
記
す
る
。

一
説
は
、
伊
尹
が
有
莘
氏
の
媵
臣
と
な
り
、
料
理
に
よ
っ
て
湯
に

仕
官
を
求
め
た
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
『
湯
處
於
湯
丘
』
第
一

場
面
、
及
び
『
呂
氏
春
秋
』
本
味
篇
と
類
似
し
た
内
容
を
も
つ
。

も
う
一
説
は
、
処
士
の
伊
尹
を
湯
が
何
度
も
招
聘
し
た
と
す
る

『
孟
子
』
万
章
上
篇
に
見
え
る
も
の
で
、
湯
の
側
か
ら
積
極
的
な

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
点
で
は
、『
湯
處
於
湯
丘
』
第
二
場
面

や
『
墨
子
』
貴
義
篇
の
系
統
に
連
な
る
も
の
と
い
え
る
。
す
な
わ

ち
『
湯
處
於
湯
丘
』
は
、『
史
記
』
で
併
記
さ
れ
る
二
系
統
の
伝

説
を
含
み
つ
つ
も
、
前
者
を
湯
と
伊
尹
と
の
出
会
い
の
場
面
、
後

者
を
病
中
の
伊
尹
を
訪
問
す
る
場
面
と
し
、
こ
れ
ら
を
一
連
の
物

語
と
し
て
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
点
は
、『
湯
處
於
湯

丘
』
に
み
え
る
伊
尹
伝
説
の
特
色
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

　

第
三
場
面
で
展
開
さ
れ
る
湯
・
伊
尹
問
答
の
内
容
は
多
岐
に
わ

た
る
が
、
伊
尹
は
民
心
が
夏
か
ら
離
反
し
て
い
る
と
し
た
上
で
、

民
を
慈
し
み
、
民
と
利
を
分
か
ち
、
民
を
愛
す
こ
と
の
重
要
性
を

説
い
て
お
り
、
と
り
わ
け
民
と
の
関
係
を
重
視
す
る
点
に
特
色
が

認
め
ら
れ
る
。

　

な
お
、
整
理
者
は
「
敬
天
」・「
尊
君
」・「
利
民
」
の
主
張
に
着

目
し
、
こ
れ
を
戦
国
期
の
黄
老
刑
名
思
想
に
近
い
内
容
を
も
つ
と

指
摘
す
る
。
た
だ
し
、
以
上
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
黄
老
思
想
や
刑
名

思
想
以
外
で
も
広
く
説
か
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本
篇
と
の
思
想
的

な
関
連
性
を
論
ず
る
際
に
は
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
検
討
が
必
要
と

な
ろ
う
。

　

伊
尹
に
関
す
る
文
献
と
し
て
は
、
す
で
に
清
華
簡
第
一
分
冊
所
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収
の
『
尹
至
』・『
尹
誥
』、
第
三
分
冊
所
収
の
『
赤

之
集
湯
之

屋
』
が
あ
り
、
こ
れ
に
第
五
分
冊
所
収
の
『
湯
處
於
湯
丘
』・『
湯

在
啻
門
』
を
加
え
る
と
計
五
篇
と
な
る
。
伊
尹
に
つ
い
て
実
に
多

様
な
物
語
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
中
で
も
『
湯

處
於
湯
丘
』
第
三
場
面
に
見
え
る
「
湯
或ま

た
小
臣
（
伊
尹
）
に
問

う
に
～
」・「
小
臣
答
う
る
に
～
」
と
い
っ
た
問
答
形
式
は
『
湯
在

啻
門
』
に
も
見
え
て
お
り
、
両
篇
に
は
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
『
湯
處
於
湯
丘
』
の
検
討
を
進
め
る
際
に
は
、『
湯

在
啻
門
』
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
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処
於
湯
丘
》
補
説
」（
清
華
大
学
出
土

文
献
研
究
与
保
護
中
心
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
三
日
）

・�

曹
方
向
「
清
華
簡
《
湯
処
於
湯
丘
》
補
論
一
則
」（
武
漢
大
学

簡
帛
研
究
中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
三
日
）

・�

王
寧
「
釈
《
清
華
簡
（
伍
）》
的
〝
傺
〟」（
復
旦
大
学
出
土
文

献
与
古
文
字
研
究
中
心
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
四
日
）

・�

王
寧
「
読
清
華
五
《
湯
処
於
湯
丘
》
散
札
」（
復
旦
大
学
出
土

文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
、
二
〇
一
五
年
四
月
二
一
日
）

・�

馬
文
増
「
清
華
簡
《
湯
処
於
湯
丘
》
新
釈
・
注
釈
・
析
弁
」

（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
五
月
十
九

日
）

・�

王
寧
「
清
華
簡
湯
与
伊
尹
故
事
五
篇
的
性
質
問
題
」（
清
華
大

学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
、
二
〇
一
五
年
六
月
一
日
）

�

（
福
田
一
也
）
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『
湯
在
啻
門
』（
と
う 

て
い
も
ん
に
あ
り
）

（
１
）
書
誌
情
報

　

整
理
者
は
李
守
奎
氏
。
竹
簡
数
は
全
二
十
一
簡
。
簡
長
は
概
ね

四
十
四
・
五
㎝
、
簡
幅
は
〇
・
六
㎝
、
簡
端
は
平
斉
、
三
道
編
。
竹

簡
の
う
ち
二
枚
は
竹
簡
の
上
端
部
が
、
ま
た
別
の
七
枚
は
下
端
部

が
残
欠
し
て
い
る
が
、
文
字
の
欠
失
は
な
い
。
最
終
簡
の
第
二
十
一

簡
は
、
中
央
下
部
か
ら
下
端
に
か
け
て
、
竹
簡
全
体
の
お
よ
そ
三

分
の
一
が
留
白
と
な
っ
て
い
る
。
満
写
簡
は
二
十
七
～
三
十
一
字
。

　

写
真
を
見
る
限
り
、
竹
簡
の
背
面
に
順
序
を
示
す
編
号
は
記
さ

れ
て
お
ら
ず
、
劃
痕
も
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
篇
題
も
記
さ
れ
て

い
な
い
。『
湯
在
啻
門
』
は
、
第
一
簡
の
字
句
か
ら
つ
け
ら
れ
た

仮
題
で
あ
る
。

　

竹
簡
（
完
簡
）
の
形
状
を
図
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

約
1.4
㎝

約
20.8
㎝

約
1.4
㎝

約
20.8
㎝

簡
長
　
約
44.5
㎝

（
２
）
整
理
者
「
説
明
」

　

本
篇
は
、
伊
尹
に
関
す
る
故
事
を
記
し
た
古
佚
文
献
で
あ
る
。

湯
王
が
小
臣
（
伊
尹
）
に
先
帝
の
良
言
を
問
い
、
小
臣
が
成
人
・

成
邦
・
成
地
・
成
天
の
道
を
答
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
比

較
的
系
統
的
に
、
当
時
の
天
人
観
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
『
史
記
』
殷
本
紀
に
は
伊
尹
が
「
滋
味
を
以
て
湯
に
説
き
、
王

道
を
致
」
し
た
（
以
滋
味
説
湯
、
致
于
王
道
）
と
あ
る
が
、
本
篇

に
お
け
る
湯
王
の
問
い
に
対
す
る
伊
尹
の
答
え
は
、
五
味
の
気
か

ら
始
ま
り
、
人
や
政
を
成
す
こ
と
と
天
道
に
従
う
こ
と
で
終
わ
っ

て
お
り
、
そ
の
主
旨
は
『
史
記
』
の
記
述
と
符
合
す
る
。

　

本
篇
全
体
は
、
五
味
の
気
と
生
命
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
ず
る

こ
と
が
特
に
詳
細
で
あ
り
、
青
玉
行
気
銘
（
天
津
市
歴
史
博
物
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
十
二
面
体
の
小
玉
柱
の
銘
を
指
す
。
原
拓
は

羅
振
玉
『
三
代
吉
金
文
存
』
第
二
〇
巻
四
十
九
頁
に
収
録
）
の
類

い
の
気
功
養
生
説
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
本
篇
に
は
、
十
ヶ
月

で
人
が
成
長
す
る
過
程
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
が
あ
る
が
、『
管

子
』
水
地
篇
・『
文
子
』
九
守
篇
・『
淮
南
子
』
精
神
篇
な
ど
に
見

ら
れ
る
十
ヶ
月
で
人
が
成
長
す
る
過
程
と
は
、
内
容
や
表
現
に
か

な
り
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

本
篇
に
お
い
て
は
、
人
の
生
老
病
死
に
関
す
る
気
の
議
論
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
他
に
、
政
治
は
簡
明
で
刑
罰
が
軽
く
、
成
果
を
挙

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
議
論
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
に
つ
い

て
述
べ
る
天
地
に
つ
い
て
の
議
論
が
見
ら
れ
、
思
想
内
容
と
し
て

は
雑
然
と
し
て
い
る
。
古
代
の
文
献
の
中
に
は
、「
伊
尹
が
湯
王
の
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問
い
に
答
え
る
」
も
の
が
数
多
く
引
用
さ
れ
て
お
り
、『
漢
書
』

「
芸
文
志
」
で
は
、
道
家
の
冒
頭
に
『
伊
尹
』
五
十
一
篇
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
小
説
家
に
も
『
伊
尹
説
』
二
十
七
篇
が
収
録
さ

れ
、
そ
の
班
固
の
注
に
「
其
の
語
浅
薄
に
し
て
、
依
託
に
似
る
」

と
あ
る
。
本
篇
に
お
い
て
気
と
生
命
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
ず
る

部
分
は
、
道
家
の
行
気
養
生
の
説
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

既
に
公
開
さ
れ
た
清
華
簡
の
中
に
は
、
湯
王
と
小
臣
と
に
つ
い

て
記
述
す
る
も
の
が
五
篇
あ
る
。
そ
の
中
の
『
尹
至
』・『
尹
誥
』

（
と
も
に
第
一
分
冊
）
は
、
字
句
が
難
解
で
、
概
ね
典
型
的
な

『
尚
書
』
類
の
文
献
で
あ
る
。
ま
た
『
湯
處
於
湯
丘
』（
第
五
分

冊
）
と
『
赤

之
集
湯
之
屋
』（
第
三
分
冊
）
と
は
、
字
句
が
明

白
で
、
故
事
性
が
比
較
的
強
い
。『
湯
在
啻
門
』
は
内
容
が
豊
富

で
、
表
現
が
細
か
く
、
思
想
内
容
は
雑
駁
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
道

を
行
っ
て
成
功
す
る
こ
と
を
中
心
と
し
て
い
る
。
清
華
簡
に
見
ら

れ
る
数
多
く
の
伊
尹
の
言
動
か
ら
は
、
戦
国
時
代
に
お
い
て
伊
尹

の
故
事
が
盛
ん
に
説
か
れ
た
状
況
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
篇
中
、
小
臣
の
回
答
の
発
言
は
、
韻
を
踏
む
も
の
が
多
い
。

本
篇
は
湯
王
と
伊
尹
と
に
仮
託
し
て
、
戦
国
時
代
に
成
立
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
補
足
・
考
察

　

先
ず
書
誌
情
報
に
関
し
て
補
足
す
る
と
、
清
華
簡
の
中
の
湯
王

と
伊
尹
と
の
問
答
に
つ
い
て
記
述
す
る
五
篇
の
う
ち
、『
尹
至
』・

『
尹
誥
』・『
赤

之
集
湯
之
屋
』
の
三
篇
は
、
簡
長
約
四
十
五
㎝
、

三
道
編
、
簡
端
は
平
斉
で
、
い
ず
れ
も
篇
題
が
あ
り
、
ま
た
竹
簡

の
背
面
に
連
続
す
る
劃
痕
が
認
め
ら
れ
る
。『
湯
處
於
湯
丘
』・

『
湯
在
啻
門
』
の
二
篇
は
、
簡
長
約
四
十
四
・
五
㎝
、
三
道
編
、

簡
端
は
平
斉
で
あ
る
が
、
篇
題
・
劃
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

本
篇
の
内
容
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
見
て
い
く
な
ら
ば
、
本
篇

に
お
け
る
殷
の
湯
王
と
「
小
臣
」（
伊
尹
を
指
す
）
と
の
問
答
は
、

「
正
月
己
亥
」
に
「
啻
門
」
に
お
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、「
古
之
先

帝
」
の
「
良
言
」
が
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
る
湯

王
の
質
問
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
湯
王
の
第
一
の
質
問
に
対
し
て
伊

尹
は
、「
古
之
先
帝
」
の
「
良
言
」
は
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
う
で

な
け
れ
ば
後
世
の
王
者
は
「
成
人
」（
人
を
整
え
、
成
就
さ
せ

る
）・「
成
邦
」（
邦
を
整
え
る
）・「
成
地
」（
地
を
整
え
る
）・「
成

天
」（
天
を
整
え
る
）
と
い
う
こ
と
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
、

第
一
の
回
答
を
す
る
。

　

次
い
で
湯
王
は
、
伊
尹
の
回
答
に
登
場
し
た
「
成
人
・
成
邦
・

成
地
・
成
天
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
尋
ね
る
第
二
の

質
問
を
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
伊
尹
は
、
五
つ
の
も
の
が
人
を
整

え
、
徳
が
人
を
大
き
く
し
、
ま
た
四
つ
の
も
の
が
邦
を
整
え
、
五

つ
の
も
の
が
邦
を
助
け
、
更
に
九
つ
の
も
の
が
地
を
整
え
、
五
つ

の
も
の
が
地
を
助
け
、
九
つ
の
も
の
が
天
を
整
え
、
六
つ
の
も
の
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が
天
を
運
行
さ
せ
る
と
、
第
二
の
回
答
を
す
る
。

　

続
い
て
湯
王
は
、
人
は
何
を
得
て
生
ず
る
の
か
、
何
が
多
く

な
っ
て
成
長
す
る
の
か
、
何
を
減
少
さ
せ
て
老
い
る
の
か
、
ど
う

し
て
同
じ
く
人
で
あ
り
な
が
ら
或
る
も
の
は
悪
く
、
或
る
も
の
は

好
い
と
い
っ
た
差
が
あ
る
の
か
、
と
第
三
の
質
問
を
行
う
。
こ
の

第
三
の
質
問
は
、
伊
尹
の
第
一
・
第
二
の
回
答
の
中
に
登
場
す
る

「
成
人
」
に
つ
い
て
特
に
焦
点
を
当
て
た
問
い
と
理
解
す
べ
き
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
伊
尹
は
、
そ
れ
は
「
五
味
の
気
」

の
働
き
に
よ
る
の
で
あ
り
、
五
味
の
気
が
人
を
つ
く
る
の
で
あ

り
、
特
に
そ
の
気
の
中
で
も
精
微
な
気
の
こ
と
を
「
玉
種
」
と
い

う
と
述
べ
た
上
で
、
胎
児
が
十
ヶ
月
で
成
長
す
る
過
程
を
月
ご
と

に
段
階
を
追
っ
て
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
気
が
不
足
す
る
こ
と
な

く
機
能
す
れ
ば
長
寿
に
な
り
、
気
が
奮
い
立
っ
て
盛
ん
に
な
れ

ば
、
そ
の
身
体
は
活
発
に
活
動
す
る
こ
と
、
気
は
性
交
に
よ
っ
て

身
体
に
あ
ま
ね
く
行
き
渡
り
、
力
が
生
じ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
ま

た
、
気
が
不
足
す
る
と
老
い
、
気
の
活
動
が
ゆ
る
や
か
に
な
る
と

身
体
の
活
動
が
止
ま
り
、
活
動
が
損
な
わ
れ
て
疾
病
が
生
じ
る
こ

と
、
更
に
気
が
尽
き
て
し
ま
う
と
身
体
は
活
動
し
な
く
な
り
、
意

欲
が
な
く
な
る
と
、
第
三
の
回
答
を
す
る
。

　

次
い
で
湯
王
は
、
伊
尹
の
第
二
の
回
答
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
た

「
四
つ
の
も
の
が
邦
を
整
え
、
五
つ
の
も
の
が
邦
を
助
け
る
」
こ

と
の
内
容
を
尋
ね
る
、
第
四
の
質
問
を
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
伊

尹
は
、
四
つ
の
も
の
と
は
四
神
の
こ
と
で
、
四
正
と
も
い
う
こ

と
、
五
つ
の
も
の
が
邦
を
助
け
る
と
は
、
徳
・
事
・
役
・
政
・
刑

の
こ
と
で
あ
る
と
、
第
四
の
回
答
を
す
る
。

　

続
い
て
湯
王
は
、
伊
尹
の
第
四
の
回
答
中
に
登
場
し
た
「
徳
・

事
・
役
・
政
・
刑
」
の
五
つ
の
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
美

で
あ
る
も
の
と
悪
で
あ
る
も
の
と
を
尋
ね
る
、
第
五
の
質
問
を
す

る
。
こ
れ
に
対
し
て
伊
尹
は
、「
徳
・
事
・
役
・
政
・
刑
」
そ
れ

ぞ
れ
の
美
な
る
も
の
と
悪
な
る
も
の
と
に
つ
い
て
、
統
治
の
あ
り

方
に
即
し
つ
つ
説
明
を
加
え
る
第
五
の
回
答
を
す
る
。

　

次
い
で
湯
王
は
、
伊
尹
の
第
二
の
回
答
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
た

「
九
つ
の
も
の
が
地
を
整
え
、
五
つ
の
も
の
が
地
を
助
け
る
」
こ

と
の
内
容
を
尋
ね
る
、
第
六
の
質
問
を
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
伊

尹
は
、
九
つ
の
も
の
は
九
神
の
こ
と
で
あ
り
、
地
真
と
も
呼
ぶ
こ

と
、
五
つ
の
も
の
は
水
・
火
・
金
・
木
・
土
の
五
行
で
あ
り
、
そ

れ
ら
が
地
を
助
け
る
と
は
、
五
行
が
五
つ
の
方
向
を
構
成
し
、
五

つ
の
穀
物
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
、
と
第
六
の
回
答
を
す
る
。

　

続
け
て
湯
王
は
、
や
は
り
伊
尹
の
第
二
の
回
答
中
に
述
べ
ら
れ

て
い
た
「
九
つ
の
も
の
が
天
を
整
え
、
六
つ
の
も
の
が
天
を
運
行

さ
せ
る
」
こ
と
の
内
容
を
尋
ね
る
、
第
七
の
質
問
を
す
る
。
こ
れ

に
対
し
て
伊
尹
は
、
九
つ
の
も
の
は
九
神
の
こ
と
で
あ
り
、
九
宏

と
も
呼
ぶ
こ
と
、
六
つ
の
も
の
は
昼
・
夜
・
春
・
夏
・
秋
・
冬
で

あ
り
、
そ
れ
ら
が
天
を
運
行
さ
せ
る
と
は
、
そ
の
昼
夜
と
四
時
と
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が
怠
る
こ
と
な
く
運
行
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
す
べ
て

の
事
象
の
発
端
で
、
天
道
の
働
き
で
あ
る
と
、
第
七
の
回
答
を
す

る
。

　

こ
の
後
湯
王
は
、
伊
尹
に
向
け
て
、
古
の
先
帝
の
良
言
を
ど
う

し
て
改
め
よ
う
か
、
改
め
る
こ
と
は
な
い
と
述
べ
、
謹
ん
で
従
う

こ
と
を
宣
言
し
た
と
こ
ろ
で
文
献
は
終
わ
っ
て
い
る
。

　

湯
王
と
伊
尹
と
の
発
言
の
内
容
は
概
ね
よ
く
対
応
し
て
お
り
、

全
体
と
し
て
整
っ
た
構
成
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
な

お
、
二
人
が
問
答
を
繰
り
広
げ
た
と
さ
れ
て
い
る
「
正
月
己
亥
」

が
何
年
か
、
ま
た
問
答
が
行
わ
れ
た
「
啻
門
」
が
ど
こ
を
指
す
の

か
は
不
明
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
内
容
の
『
湯
在
啻
門
』
の
性
格
に
つ
い
て
、
整
理
者

の
李
守
奎
氏
は
論
考
「
漢
代
伊
尹
文
献
的
分
類
与
清
華
簡
中
的
伊

尹
」
に
お
い
て
、
漢
代
の
学
者
は
伊
尹
に
関
連
す
る
文
献
を
『
尚

書
』
類
・
道
家
・
小
説
家
に
分
類
し
た
が
、
伊
尹
の
登
場
す
る
清

華
簡
の
五
篇
に
つ
い
て
も
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す

る
。
す
な
わ
ち
、『
尹
誥
』・『
尹
至
』
は
と
も
に
戦
国
中
期
に
既

に
流
布
し
て
い
た
「『
尚
書
』
類
文
献
」
で
あ
り
、
中
で
も
『
尹

誥
』
は
班
固
の
い
う
五
十
七
篇
『
古
文
書
経
』
の
一
つ
で
、
真
古

文
『
尚
書
』
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
『
赤

之
集
湯
之
屋
』
は

「
其
語
浅
薄
」
な
小
説
家
の
言
で
あ
り
、
ま
た
『
湯
處
於
湯
丘
』

と
『
湯
在
啻
門
』
と
は
、
竹
簡
の
形
制
が
同
じ
く
、
同
筆
で
、
共

に
湯
王
と
伊
尹
と
の
故
事
を
記
し
、
言
葉
が
分
か
り
や
す
く
、
内

容
が
雑
駁
で
、『
尹
誥
』・『
尹
至
』
と
は
明
ら
か
に
性
格
が
異
な

り
、
仮
託
さ
れ
た
文
献
で
あ
る
と
す
る
。

　
『
湯
在
啻
門
』
の
性
格
の
問
題
は
、
清
華
簡
に
お
い
て
湯
王
と

伊
尹
と
の
問
答
を
記
す
五
篇
が
、
竹
簡
の
背
面
に
篇
題
と
連
続
す

る
劃
痕
と
が
認
め
ら
れ
る
『
尹
至
』・『
尹
誥
』・『
赤

之
集
湯
之

屋
』
の
三
篇
と
、
篇
題
と
連
続
す
る
劃
痕
と
が
認
め
ら
れ
な
い

『
湯
處
於
湯
丘
』・『
湯
在
啻
門
』
の
二
篇
と
に
区
分
さ
れ
る
こ
と

と
も
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
本
年
九
月
七
日
に
清

華
大
学
で
李
守
奎
氏
と
面
談
し
た
際
、
清
華
簡
に
は
五
篇
の
他
に

も
、
湯
王
と
伊
尹
と
の
問
答
を
記
述
す
る
文
献
が
あ
る
か
と
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
無
い
と
の
回
答
を
得
た
。

　

ま
た
王
寧
氏
は
「
清
華
簡
湯
与
伊
尹
故
事
五
篇
的
性
質
問
題
」

に
お
い
て
、
湯
王
と
伊
尹
と
の
問
答
を
記
述
す
る
五
篇
は
、
い
ず

れ
も
先
秦
時
代
の
『
尚
書
』
に
含
ま
れ
て
い
た
篇
で
あ
る
と
し
、

『
赤

之
集
湯
之
屋
』
は
『
女
鳩
女
房
』（『
書
序
』
で
は
『
女

鳩
』・『
女
房
』）、『
湯
在
啻
門
』
は
『
書
序
』
や
「
殷
本
紀
」
の

い
う
「
帝
誥
」、『
湯
處
於
湯
丘
』
は
「
釐
沃
」
で
あ
る
と
す
る
。

王
寧
氏
の
見
解
は
、『
書
序
』
の
記
述
に
五
篇
を
あ
て
は
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
憶
測
の
域
を
出
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
馬
文
増
氏
は
「
清
華
簡
《
湯
在
帝
門
》
新
釈
・
簡
注
・

白
話
釈
文
」
に
お
い
て
、『
湯
在
啻
門
』
は
も
と
も
と
殷
の
時
代

（ 84 ）



に
成
立
し
た
文
書
が
楚
文
字
に
転
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
伊
尹

自
ら
の
作
で
、
戦
国
時
代
に
偽
託
さ
れ
て
成
立
し
た
も
の
で
は
な

い
と
す
る
。
但
し
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
一
切
述
べ
ら
れ
て
お

ら
ず
、
成
立
し
が
た
い
と
思
わ
れ
る
。

（
４
）
参
考
文
献

（
雑
誌
）

・�

李
守
奎
「
漢
代
伊
尹
文
献
的
分
類
与
清
華
簡
中
的
伊
尹
」（『
深

圳
大
学
学
報
』
二
〇
一
五
年
第
三
期
（
五
月
））

（
ネ
ッ
ト
）

・�

清
華
大
学
出
土
文
献
読
書
会
「
清
華
簡
第
五
冊
整
理
報
告
補

正
」（
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
、
二
〇
一
五
年

四
月
六
日
）

・�

程
燕
「
清
華
五
劄
記
」（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
簡
帛
網
、

二
〇
一
五
年
四
月
十
日
）

・�

陳
偉
「
読
《
清
華
竹
簡
（
伍
）》
札
記
（
続
）」（
武
漢
大
学
簡

帛
研
究
中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
二
日
）

・�

陳
剣
「《
清
華
簡
（
伍
）》
与
旧
説
互
証
両
則
」（
復
旦
大
学
出

土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
五
日
）

・�

華
東
師
範
大
学
中
文
系
出
土
文
献
研
究
工
作
室
「
読
《
清
華
大

学
蔵
戦
国
竹
簡
（
伍
）》
書
後
（
三
）」（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究

中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
七
日
）

・�

王
寧
「
釈
清
華
簡
五
《
湯
在
啻
門
》
的
〝
孕
〟」（
復
旦
大
学
出

土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
八
日
）

・�

王
寧
「
釈
清
華
簡
五
《
湯
在
啻
門
》
的
〝
渝
〟」（
武
漢
大
学
簡

帛
研
究
中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
二
十
三
日
）

・�

王
寧
「
読
《
湯
在
啻
門
》
散
札
」（
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古

文
字
研
究
中
心
、
二
〇
一
五
年
五
月
六
日
）

・�

馬
文
増
「
清
華
簡
《
湯
在
帝
門
》
新
釈
・
簡
注
・
白
話
釈
文
」

（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
五
月
二
十

七
日
）

・�

王
寧
「
清
華
簡
湯
与
伊
尹
故
事
五
篇
的
性
質
問
題
」（
清
華
大

学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
、
二
〇
一
五
年
六
月
一
日
）

・�

馬
文
増
「
拠
〝
清
華
簡
〟
看
関
於
伊
尹
的
訛
伝
与
誤
解
」（
武

漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
六
月
四
日
）

�

（
竹
田
健
二
）

『
殷
高
宗
問
於
三
壽
』（
い
ん
こ
う
そ
う
さ
ん
じ
ゅ
に
と
う
）

（
１
）
書
誌
情
報

　

整
理
者
は
李
均
明
氏
。
竹
簡
は
全
二
十
八
簡
。
但
し
、
第
三
簡

を
欠
き
、
現
存
二
十
七
簡
。
そ
の
内
、
第
二
十
五
簡
の
上
半
分
が

欠
失
し
、
ま
た
、
第
八
簡
の
上
下
端
、
第
九
簡
下
端
が
や
や
残
欠

し
て
い
る
。
完
整
簡
は
長
さ
約
四
十
五
㎝
。
幅
〇
・
六
～
〇
・
七
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㎝
。
三
道
編
。
満
写
簡
は
二
十
八
～
三
十
四
字
。
竹
簡
（
完
簡
）

の
形
状
を
図
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

約
0.9
㎝

約
1.2
㎝

約
21.8
㎝

約
21.1
㎝

簡
長
　
約
45
㎝

　

竹
簡
背
面
に
「
一
」
～
「
廿
八
」
の
順
次
を
示
す
編
号
が
あ
る

が
、「
三
」
を
欠
く
。
編
号
に
乱
れ
が
あ
り
、「
十
五
」
は
第
十
簡

の
位
置
に
あ
る
べ
き
で
、「
十
」
は
第
十
五
簡
の
位
置
に
あ
る
べ

き
で
あ
る
。
原
釈
文
は
す
で
に
入
れ
替
え
て
記
載
し
て
い
る
。

　

篇
題
「
殷
高
宗
問
於
三
壽
」
は
末
簡
（
第
二
十
八
簡
）
背
面
上

部
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
整
理
者
「
説
明
」

　

内
容
は
、
殷
の
高
宗
武
丁
と
三
寿
（
三
人
の
長
老
、
主
と
し
て

彭
祖
）
と
の
対
話
に
仮
託
し
、
作
者
の
思
想
を
述
べ
た
も
の
で
、

全
体
は
二
部
に
分
か
れ
る
。

　

前
半
は
、「
長
」「
険
」「
厭
」「
悪
」
の
四
つ
の
観
念
を
提
出

し
、
具
体
的
な
事
物
と
の
因
果
関
係
を
説
き
、
末
尾
で
、
殷
の
乱

世
に
対
す
る
自
警
を
述
べ
る
。
ま
た
後
半
は
、
国
家
の
統
治
や
個

人
の
修
養
に
関
わ
る
「
祥
」「
義
」「
徳
」「
音
」「
仁
」「
聖
」「
知
」

「
利
」「
信
」
と
い
う
九
つ
の
観
念
を
提
出
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体

的
内
容
を
説
き
、
末
尾
で
、
王
朝
交
代
に
際
す
る
彭
祖
の
感
嘆

や
、
民
の
「
揚
」「
晦
」
と
い
っ
た
性
格
と
統
治
に
つ
い
て
の
問

答
を
記
す
。

　

儒
家
思
想
を
中
心
と
し
て
い
る
が
、
他
学
派
の
思
想
も
取
り
入

れ
て
い
て
、
戦
国
時
代
中
期
の
特
色
を
備
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、

後
の
荀
子
の
思
想
に
類
似
す
る
点
が
あ
り
、
戦
国
思
想
史
研
究
の

貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

（
３
）
補
足
・
考
察

　

ま
ず
、
書
誌
情
報
に
関
す
る
補
足
と
し
て
、
符
号
の
問
題
が
あ

る
。
墨
釘
は
概
ね
句
読
点
と
し
て
打
た
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
必
ず
し
も
全
体
を
通
し
て
一
貫
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
ま

た
、
句
読
点
で
は
な
く
、
語
の
区
切
り
に
付
さ
れ
て
い
る
箇
所
も

若
干
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
墨
釘
を
唯
一
の
手
が
か
り
と
し

て
読
解
を
進
め
て
行
く
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
ま
た
、
整
理
者
は

指
摘
し
て
い
な
い
が
、
最
終
簡
（
第
二
十
八
簡
）
末
尾
に
墨
鉤
が

見
え
、
こ
こ
で
本
篇
が
終
結
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

次
に
内
容
に
つ
い
て
の
考
察
を
記
す
。
本
文
献
は
、「
洹え

ん
す
い水

の

上ほ
と
り」

で
高
宗
と
三
寿
が
対
話
す
る
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る

が
、
整
理
者
の
説
く
通
り
、
大
き
く
は
前
半
部
と
後
半
部
に
別
け

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
半
部
に
つ
い
て
指
摘
で
き
る
の

は
、
次
の
よ
う
な
点
で
あ
る
。
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①
高
宗
は
、『
史
記
』
殷
本
紀
に
よ
れ
ば
、
殷
の
第
二
十
二
代

王
武
丁
で
あ
る
。
賢
人
傅
説
を
任
用
し
、
殷
の
中
興
を
果
た
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
。
第
十
九
代
王
盤
庚
の
時
、
殷
墟
に
遷
都
し
た

と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
地
を
流
れ
る
「
洹
水
」
の
「
上
」
で

の
対
話
と
い
う
の
は
、
自
然
な
場
面
設
定
で
あ
る
。
な
お
、
殷
代

の
資
料
で
は
、「
武
丁
」「
帝
丁
」
と
記
さ
れ
、「
高
宗
」
は
周
代

以
降
の
呼
称
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
文
献
の
成
立
が
周
代
で

あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

②
高
宗
の
三
寿
に
対
す
る
質
問
は
、
国
家
の
保
全
に
関
わ
る

「
長
」「
険
」「
厭
」「
悪
」
の
四
点
で
あ
る
。
以
下
、
高
宗
と
三
寿

の
問
答
の
要
点
を
表
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
少
寿
の

発
言
は
竹
簡
残
欠
の
た
め
確
認
で
き
な
い
）。

少
寿

中
寿

彭
祖

高
宗

長

風

水

［
山
］

険

心

鬼

矛
及
干

厭

臧
（
蔵
）

平

富

悪

喪

傾

無
飤

　

③
一
度
目
の
彭
祖
の
言
に
対
し
て
、
高
宗
は
「
吾
聞
く
」
と
し

て
自
説
を
述
べ
る
が
、
そ
の
後
、「
書
占
を
読
」
む
こ
と
の
大
切

さ
を
説
く
彭
祖
の
見
解
を
聞
い
て
「
恐
懼
」
す
る
。
こ
の
「
書

占
」
が
整
理
者
の
指
摘
す
る
通
り
術
数
類
の
書
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
天
命
に
対
す
る
留
意
を
説
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を

逸
脱
す
る
と
人
事
に
も
天
地
に
も
異
変
が
起
こ
る
と
警
告
し
て
い

る
と
推
測
さ
れ
る
。
広
義
の
天
人
相
関
思
想
を
説
く
も
の
で
あ

る
。

　

④
彭
祖
は
地
の
文
で
は
「
彭
祖
」
と
記
述
さ
れ
る
が
、
高
宗
か

ら
の
呼
び
か
け
で
は
「
高
文
成
祖
」
と
称
さ
れ
て
お
り
、
高
宗
か

ら
尊
敬
さ
れ
る
立
場
の
古
老
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
、
道
家
・
道
教
系
文
献
で
は
、
八
百
歳
を
生
き
た
神
仙

的
存
在
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
特
に
そ
う
し
た
性
格
は
見
い

だ
せ
な
い
。
但
し
、
高
宗
の
問
い
の
中
の
一
つ
に
「
長
」
が
あ

り
、
ま
た
、
高
宗
が
「
我
尓な

ん
じ

と
相
念お

も

い
相
謀は

か

り
、
世
世 

後
嗣

に
至
ら
ん
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彭
祖
が
国
家
の
興
亡
・

継
承
に
つ
い
て
高
い
見
識
を
持
つ
長
老
だ
と
い
う
前
提
で
記
述
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
上
博
楚
簡
『
彭
祖
』（
第
三
分
冊
所

収
）、
馬
王
堆
漢
墓
竹
簡
『
十
問
』
と
と
も
に
、
彭
祖
伝
承
の
展

開
を
考
え
る
上
で
も
、
き
わ
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
こ
の
三

つ
の
文
献
に
お
け
る
彭
祖
の
形
象
の
相
違
は
次
の
表
の
通
り
で
あ

る
。
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一
方
、
後
半
部
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
点
を
指
摘
で
き

る
。

　

①
彭
祖
に
対
す
る
高
宗
の
二
度
目
の
問
い
は
、「
先
王
の
遺
訓
」

に
つ
い
て
。
具
体
的
に
は
、「
祥
」「
義
」「
徳
」「
音
」「
仁
」「
聖
」

「
知
」「
利
」「
信
」
と
は
何
か
と
い
う
も
の
。
こ
こ
で
も
彭
祖
は
、

「
先
王
の
遺
訓
」
を
知
っ
て
い
る
古
老
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　

②
以
下
、
九
つ
の
内
容
に
つ
い
て
概
要
を
記
す
と
、「
祥
」
は

天
の
常
道
を
知
り
、
天
神
の
明
を
敬
う
と
い
う
も
の
で
、
天
に
対

す
る
強
い
敬
意
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。「
義
」
は
礼
と
教

化
に
よ
っ
て
民
を
正
す
こ
と
と
さ
れ
る
。「
徳
」
は
、「
中
」
に
従

い
極
端
な
こ
と
を
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
適
宜
赦
免
を
実
施
し
、

善
を
振
興
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
の
力
を
集
め
る
こ
と
と
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
神
の
福
を
い
た
だ
く
こ
と
も
そ
の
要
素
の
一
つ
と

さ
れ
る
。「
音
」
は
人
材
の
登
用
と
音
楽
に
よ
る
民
の
教
化
を
説

く
。「
仁
」
は
衣
服
を
正
し
て
信
を
好
み
、
孝
行
慈
愛
の
心
を

持
っ
て
隣
人
を
愛
し
、
遠
く
の
人
々
に
も
思
い
を
致
す
こ
と
と
さ

れ
る
。
ま
た
、
神
を
喜
ぶ
こ
と
も
、
そ
の
要
素
の
一
つ
と
さ
れ

る
。「
聖
」
は
神
を
敬
い
民
を
調
和
さ
せ
て
戦
争
を
と
ど
め
、
賢

人
を
登
用
し
て
讒
言
・
謡
言
が
退
け
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
を
い

う
。「
智
」
の
特
徴
は
、
諫
め
を
納
れ
て
（
自
分
に
対
す
る
）
謗

り
を
受
け
入
れ
、
神
や
民
を
責
め
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
点
。

「
利
」
は
上
下
左
右
に
乱
れ
が
な
く
、
嫉
妬
や
怨
嗟
が
起
こ
る
こ

と
が
な
い
状
況
。
必
ず
し
も
金
銭
的
利
益
を
言
う
の
で
は
な
い
。

「
信
」
は
「
叡
信
の
行
」
と
言
い
換
え
ら
れ
る
が
、
民
を
養
っ
て

王
位
を
守
り
、
四
方
に
教
化
を
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
を
言
う
。

　

③
以
上
九
点
の
内
容
か
ら
、
そ
の
遺
訓
の
対
象
者
は
、
神
と
民

　

文
献
名

　

彭
祖
の
形
象

清
華
簡
『
殷
高
宗
問
於
三
壽
』

殷
の
高
宗
と
問
答
す
る
「
三
寿
」
の
一
人
。
国
家
の
歴
史
・
興
亡
に
精
通
し
た
古
老
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

天
人
相
関
に
留
意
し
て
、
王
の
治
政
の
重
要
性
を
説
く
。

上
博
楚
簡
『
彭
祖
』

「
君
」
と
し
て
登
場
し
、「
臣
」
で
あ
る
耇
老
と
君
臣
問
答
を
交
わ
す
。
主
題
は
、
天
地
の
道
や
人
倫
、
国
家
の

永
続
。（
個
人
の
長
生
で
は
な
い
。）

馬
王
堆
漢
墓
竹
簡
『
十
問
』

十
の
問
答
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
内
の
六
番
目
で
、
王
子
巧
父
（
王
子
喬
、
周
太
子
晋
）
の
問
い
に
答
え
、
人
間

の
精
気
や
長
生
に
言
及
す
る
。『
十
問
』
全
体
の
主
題
も
「
長
生
」
で
あ
り
、
房
中
養
生
的
性
格
を
備
え
て
い
る
。
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の
間
に
い
る
存
在
、
す
な
わ
ち
「
王
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
、
こ
う
し
た
九
つ
の
配
列
・
組
み
合
わ
せ
は
、
伝
世
儒
家
文

献
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　

④
前
半
で
四
つ
の
観
念
に
つ
い
て
問
答
し
、
後
半
で
九
つ
の
観

念
に
つ
い
て
問
答
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
問
答
の
ス
タ
イ
ル

は
、
同
じ
く
清
華
簡
（
五
）
所
収
の
『
湯
在
啻
門
』
に
類
似
し
て

い
る
。『
湯
在
啻
門
』
は
、
湯
王
が
小
臣
に
対
し
て
「
成
人
」「
成

邦
」「
成
地
」「
成
天
」
な
ど
テ
ー
マ
を
あ
げ
て
次
々
と
質
問
し
、

小
臣
が
そ
れ
に
答
え
て
い
く
と
い
う
構
成
。
但
し
、『
湯
在
啻
門
』

で
は
、
湯
王
と
小
臣
の
問
答
の
み
が
七
回
続
い
て
行
わ
れ
て
い

て
、
他
の
人
物
は
登
場
し
な
い
。

　

⑤
後
半
部
の
彭
祖
の
言
で
は
、
夏
か
ら
商
（
殷
）
へ
の
王
朝
交

代
の
際
、
安
易
に
軍
事
を
発
動
し
た
こ
と
が
反
省
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
戒
め
と
し
て
政
治
を
と
る
こ
と
が
肝
要
と
さ
れ
る
。
な

お
、「
桀
」
に
つ
い
て
は
、
伝
世
文
献
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
「
暴

君
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
は
付
与
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
殷
の

側
へ
の
訓
告
と
な
っ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　

⑥
ま
た
、
そ
れ
に
続
く
高
宗
の
質
問
で
は
、
治
め
が
た
い
民
の

性
質
を
「
揚
」
と
「
晦
」
の
語
で
表
す
が
、
彭
祖
は
、
そ
れ
に
つ

い
て
説
明
し
な
が
ら
も
、
そ
の
本
性
に
つ
い
て
は
一
定
の
信
頼
感

を
示
し
、
教
化
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
説
く
。
ま
た
そ
の
際

に
も
、
施
策
を
誤
れ
ば
天
罰
が
下
り
、
善
政
を
敷
け
ば
天
が
報
い

て
く
れ
る
と
述
べ
る
。
全
体
的
に
、
強
い
天
人
相
関
の
思
想
が
表

れ
て
い
る
。
高
宗
の
質
問
の
一
番
目
が
「
祥
」
で
あ
る
こ
と
も
、

そ
れ
に
関
連
し
て
い
る
。
但
し
、
戦
国
時
代
の
陰
陽
家
の
説
く
陰

陽
五
行
説
や
、
公
羊
学
の
説
く
災
異
説
、
黄
老
思
想
の
説
く
周
期

的
天
道
観
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
素

朴
な
天
人
相
関
思
想
で
あ
る
。
な
お
、
殷
代
の
信
仰
対
象
で
あ
っ

た
「
帝
」（
上
帝
）
は
登
場
し
な
い
。
こ
の
こ
と
も
、
本
文
献
の

成
立
時
期
に
つ
い
て
一
つ
の
手
が
か
り
を
与
え
る
。

　

⑦
本
文
献
に
お
け
る
彭
祖
の
言
を
、
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
整
理
者
の
李
均
明
氏
は
、
荀
子
と
の
類

似
点
を
指
摘
し
、
成
立
時
期
と
し
て
は
戦
国
中
期
を
想
定
す
る
。

確
か
に
そ
の
よ
う
に
も
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
最
も
重
視
す
べ

き
な
の
は
、
や
は
り
、
そ
の
基
調
を
な
す
天
人
相
関
の
思
想
で
あ

ろ
う
。
こ
の
点
は
、「
天
人
の
分
」
を
説
く
荀
子
の
思
想
と
は
む

し
ろ
対
照
的
で
あ
る
。
高
宗
・
彭
祖
に
仮
託
し
た
こ
う
し
た
教
訓

が
比
較
的
古
く
か
ら
伝
わ
っ
て
い
た
可
能
性
は
充
分
に
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
文
献
は
、
周
王
朝
に
と
っ
て
も
、
ま
た

戦
国
諸
国
に
と
っ
て
も
、
政
治
の
教
訓
書
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。

　

⑧
な
お
、
馬
文
増
氏
は
、
本
篇
は
も
と
も
と
二
つ
の
原
篇
（
冒

頭
か
ら
第
十
簡
の
「
不
友
」
ま
で
と
、「
殷
邦
之
妖
祥
並
起
」
か

ら
文
末
ま
で
）
か
ら
な
り
、
楚
の
史
官
が
抄
写
す
る
際
に
両
篇
を
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合
わ
せ
て
一
篇
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
作
者
は
殷
代
の
史
官
で
、

実
録
だ
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
高
宗
」
や
「
成
湯
」
と

い
っ
た
呼
称
、
天
人
相
関
思
想
の
特
色
、
使
用
さ
れ
て
い
る
思
想

用
語
の
時
代
性
な
ど
か
ら
も
、
殷
の
史
官
の
「
実
録
」
だ
と
す
る

の
は
、
極
端
な
見
解
か
と
思
わ
れ
る
。
本
文
献
に
つ
い
て
は
、
周

代
に
お
い
て
殷
王
朝
の
歴
史
を
反
省
し
、
治
世
の
教
訓
に
し
よ
う

と
し
た
意
図
で
著
作
さ
れ
た
も
の
、
と
い
う
可
能
性
を
指
摘
し
て

お
く
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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